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(57)【要約】
【課題】スロットマシンが不正行為を検出したことをゴ
ト師に気付かれ難く、且つ不正行為が行われても遊技場
の損害を抑制することができるスロットマシンを提供す
る。
【解決手段】スロットマシンSは、スロットマシンSに対
する不正行為を検出するための不正検出手段400と、不
正検出手段400がスロットマシンSに対する不正行為を検
出したときに、不正検出フラグを立てるための不正検出
フラグ成立手段402と、不正検出フラグが立っていて、
且つ特別当選フラグが立っていることを条件に、この特
別当選フラグを消去するための特別当選フラグ消去手段
403とを備える。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に複数の図柄が付された複数個の回転リールと、
　各回転リールの所定数の図柄を視認可能にする図柄表示窓と、
　各回転リールの回転を開始させるためのスタートスイッチと、
　各回転リールの回転を停止させるためのストップスイッチと、
　スタートスイッチの操作を契機に複数の当選役のいずれかに当選かまたはハズレかの抽
選を行うための当選抽選手段と、
　当選抽選手段の抽選でいずれかの当選役に当選したときには、この当選に応じた当選フ
ラグを立てるための当選フラグ成立手段と、
　ストップスイッチの操作を契機に回転中の各回転リールの回転を停止させるとともに、
当選フラグが立っているときには、この当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図
柄表示窓に表示され得るように且つその他の当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせ
のいずれも図柄表示窓に表示されないように各回転リールを停止させ、いずれの当選フラ
グも立っていないときには、当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせのいずれも図柄
表示窓に表示されないように各回転リールを停止させるための停止制御手段と、
　各回転リールが停止されたときに、当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓に表示され
ているか否かの判定を行うため入賞判定手段とを備え、
　当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓に表示されていると入賞判定手段により判定さ
れたことを条件に、この当選役に入賞となって遊技者に所定の利益を付与するとともに、
この当選役に係る当選フラグを消去するように形成され、
　当選フラグ成立手段により当選フラグが立てられたが、この当選フラグに係る当選役の
図柄の組み合わせが図柄表示窓に表示されていないと入賞判定手段により判定された場合
において、次の遊技が開始される前に消去される当選フラグを通常当選フラグとし、次の
遊技が開始されても消去されない当選フラグを特別当選フラグとしたスロットマシンであ
って、
　スロットマシンに対する不正行為を検出するための不正検出手段と、
　不正検出手段がスロットマシンに対する不正行為を検出したときに、不正検出フラグを
立てるための不正検出フラグ成立手段と、
　不正検出フラグが立っていて、且つ特別当選フラグが立っていることを条件に、この特
別当選フラグを消去するための特別当選フラグ消去手段とを備えたことを特徴とするスロ
ットマシン。
【請求項２】
　メダルを投入するためのメダル投入口と、
　メダル投入口に投入されたメダルを導くための案内通路と、
　案内通路を通過するメダルを検出するための投入センサーと、
　案内通路を通過したメダルを貯留するとともに、貯留したメダルを払い出すための払い
出し装置と、
　遊技を開始可能とするためにベットされたメダルの枚数を所定数までカウントするため
のベット数カウント手段と、
　クレジットとして貯留されたメダルの枚数をカウントするためのクレジット数カウント
手段と、
　投入センサーによりメダルが検出される度にベット数カウント手段のベット数を増やす
ためのベット数増加手段と、
　ベット数カウント手段のベット数が上限に到達している場合において投入センサーによ
りメダルが検出される度にクレジット数カウント手段のクレジット数を増やすためのクレ
ジット数増加手段と、
　当選役に入賞したときに、クレジット数カウント手段のクレジット数の増加をもって払
い出し装置のメダルの払い出しに代えるための入賞クレジット手段と、
　払い出し装置にメダルを払い出させるための精算スイッチと、
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　精算スイッチが操作された場合において、不正検出フラグが立っていないときには払い
出し装置にメダルの払い出しを開始させ、不正検出フラグが立っているときには払い出し
装置にメダルの払い出しを開始させないための精算払い出し開始手段と、
　払い出し装置から払い出されたメダルを検出するための払い出しセンサーと、
　払い出しセンサーによりメダルが検出される度にクレジット数カウント手段のクレジッ
ト数を減らすためのカウントダウン手段と、
　クレジット数カウント手段のクレジット数が０に到達したことを検出するためのクレジ
ット数監視手段と、
　クレジット数カウント手段のクレジット数が０に到達したことがクレジット数監視手段
により検出されたことを条件に、払い出し装置にメダルの払い出しを停止させるための精
算払い出し停止手段とを備えたことを特徴とする請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】
　クレジットとして貯留されたメダルをベットするためのベットスイッチと、
　ベットスイッチの操作を契機にクレジット数カウント手段のクレジット数から所定数を
減算するためのクレジット数減算手段と、
　ベット数カウント手段のベット数にクレジット数減算手段が減算した数と同数を加算す
るためのベット数加算手段と、
　クレジット数カウント手段のクレジット数が０に到達したことがクレジット数監視手段
により検出されたことを条件に、不正検出フラグを消去するための不正検出フラグクリア
手段とを備えたことを特徴とする請求項２に記載のスロットマシン。
【請求項４】
　不正検出フラグが立っているときに精算スイッチが操作されたことを条件に、クレジッ
ト数カウント手段のクレジット数を０にするためのクレジット数クリア手段を備えたこと
を特徴とする請求項２または３に記載のスロットマシン。
【請求項５】
　不正検出フラグを消去するために操作するフラグ消去操作部と、
　フラグ消去操作部が所定の態様で操作されたことを条件に、不正検出フラグを消去する
ための不正検出フラグ消去手段とを備えたことを特徴とする請求項１から４のいずれかに
記載のスロットマシン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシンに関し、さらに詳しくは、不正行為が行われても遊技場の損
害を抑制することができるスロットマシンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機として、周面に複数の図柄が付された３個の回転リールと、各回転リールを回転
させるためのスタートスイッチと、それぞれの回転リールに対応して設けられ、回転リー
ルの回転を停止させるためのストップスイッチとを備えたスロットマシンが知られている
。
　このようなスロットマシンでは、所定枚数のメダルが投入されてスタートスイッチが操
作されると、３個の回転リールが一斉に回転を開始される。そして、ストップスイッチが
操作されると、このストップスイッチに対応した回転リールが停止される。
　また、スロットマシンでは、所定枚数のメダルが投入されてスタートスイッチが操作さ
れると、当選役の抽選が行われる。そして、各ストップスイッチが操作されて全ての回転
リールの回転が停止されたときに、当選役に係る図柄の組み合わせが入賞有効ライン上に
揃うと、遊技者に所定の利益が付与される。
【０００３】
　当選役の抽選は、スタートスイッチの操作を契機に複数の当選役のいずれかに当選かま
たはハズレかの抽選を行う当選抽選手段によって行われる。この当選抽選手段は、スター
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トスイッチの操作を契機に乱数発生手段が発生させる乱数から抽出された数値と、乱数発
生手段が発生させる各乱数についていずれかの当選役に当選かまたはハズレかが割り振ら
れた当選判定テーブルとを比較し、いずれかの当選役に当選かまたはハズレかを、各回転
リールの回転が開始される前に予め決定するようになっている。
　ここで、乱数発生手段の発生させる乱数は、例えば、所定の範囲の数字を高速でカウン
トするハード乱数とすることができる。具体的には、０～６５５３５の範囲の数字を、１
秒間に約７００万回繰り返しカウントするように形成することができる。このように形成
すると、乱数発生手段は厳密には乱数を発生させてはいないが、乱数発生手段のカウント
する周期は非常に短く、また、スタートスイッチが操作されるタイミングは通常ランダム
であることから、スタートスイッチの操作を契機に乱数発生手段から抽出された数値は、
実質的には乱数として取り扱うことができる。
【０００４】
　しかし、所定の間隔でリズムを刻む特殊な装置（いわゆる体感器）を乱数発生手段のカ
ウントする周期に同調させ、この体感器のリズムに合わせてスタートスイッチを操作する
ことにより当選役に当選し続ける、いわゆる「体感器ゴト」という不正行為が行われるこ
とがあった。
　さらに、電磁波発生装置を用いて所定の周波数の電磁波を所定の出力でスロットマシン
に照射することにより、スロットマシンを誤動作させて、回転リールの回転を開始させる
とともに当選役の抽選を行わせる、いわゆる「電波ゴト」という不正行為が行われること
があった。
【０００５】
　そこで、例えば「電波ゴト」を防止するために、所定範囲の周波数で所定の出力以上の
電磁波（以下「ゴト電磁波」という）を検知するための電磁波検知器をスロットマシンに
設け、電磁波検知器がゴト電磁波を検知したときには、このゴト電磁波により得られた抽
選結果を無効とするものが開示されている（特許文献１参照）。
　また、スロットマシンには、当選役に当選する確率（以下「当選確率」という）の異な
る複数の当選判定テーブルが、それぞれ設定値なる数字に対応させて記憶されている。そ
して、この設定値を変更すること、すなわち当選確率を変更することにより、スロットマ
シンが払い出すメダル枚数を調節していた。
【０００６】
　設定値を変更する際は、電源のＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行うための電源スイッチ、設
定変更のＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行うための設定キースイッチ、設定値を変更するため
の設定変更スイッチ、及び設定値を確定するためのスタートスイッチを操作する。設定値
を変更する操作手順は、例えば、電源スイッチをＯＦＦにし、設定キースイッチに所定の
キーを差し込んでスイッチをＯＮにする。そして、電源スイッチをＯＮにすると、スロッ
トマシンの制御が、遊技モードから設定値変更モードに切り替わり、所定の表示部に現在
の設定値が表示される。次に、設定変更スイッチを押圧して、希望の設定値を所定の表示
部に表示させる。そして、スタートスイッチを押下すると、表示されていた設定値がその
スロットマシンの設定値として確定する。その後、設定キースイッチをＯＦＦにしてスロ
ットマシンを遊技モードに戻し、キーを抜き取って設定値を変更する操作は終了する。
【０００７】
　ここで、電源スイッチ、設定キースイッチ及び設定変更スイッチは、スロットマシンの
内部に設けられている。これらのスイッチの操作を要する設定値の変更は、遊技場の管理
者などが開店前に行うのが通常であり、所定の鍵を用いてスロットマシンの施錠装置を開
錠して前扉を開き、設定値を変更する操作が行われる。
　ところが、営業時間中に、スロットマシンの隙間から針金やピアノ線等の不正器具を挿
入して施錠装置を不正に開錠したり、不正に複製された合鍵等を用いて施錠装置を開錠し
たりして前扉を開き、設定値を変更して当選確率を高める、いわゆる「設定変更ゴト」と
いう不正行為が行われることがあった。
【０００８】
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　そこで、設定値を変更する操作手順に、所定のスイッチを操作する段階を設け、この段
階のときに前回の設定値の変更と同じスイッチ操作が行われなかった場合には、設定値の
変更を行わないとこにより、「設定変更ゴト」の防止を図っているものが開示されている
（特許文献２参照）。
　また、スロットマシンの内部には、メダルを貯留するとともに、貯留したメダルを払い
出すための払い出し装置と、メダル投入口から投入されたメダルを払い出し装置へ誘導し
ながら真贋で選別するためのセレクターが設けられている。また、セレクターは、メダル
投入口から投入されたメダルを払い出し装置へ導くための案内通路と、案内通路に導かれ
て払い出し装置に貯留されるメダルを検出するための投入センサーとが設けられている。
【０００９】
　そして、メダル投入口に投入されたメダルは、案内通路を流下して投入センサーを通過
すると、投入センサーに検出されてメダルの枚数がカウントされる。また、投入センサー
を通過したメダルは、払い出し装置に貯留される。
　ここで、スロットマシンには、１回の遊技につき投入可能な枚数を超えた枚数のメダル
がメダル投入口にあらかじめ投入されたときに、１回の遊技につき投入可能な枚数を超え
て投入されたメダルの枚数をカウントするためのクレジット機能が設けられている。また
、スロットマシンの前扉には、カウントしたメダルの枚数（以下「クレジット数」という
）を減算するためのベットスイッチが設けられており、このベットスイッチの操作をもっ
てメダル投入口へのメダルの投入に代えることができる。また、スロットマシンの前扉に
は精算スイッチが設けられており、この精算スイッチを操作することにより、クレジット
数のメダルが払い出し装置から払い出されるとともに、クレジット数が０になるようにな
っている。
【００１０】
　ところが、メダル投入口から不正器具を挿入してスロットマシンを誤動作させ、不正に
クレジット数を増加させる不正行為（以下「クレジット満タンゴト」という）が行われる
ことがあった。例えば、セルロイド等で形成された細長い薄板にＬＥＤ等の発光体を設け
た不正器具をメダル投入口から挿入し、発光体を点滅させることにより投入センサーを誤
動作させ、不正にクレジット数を増加させる方法が知られている。
　そこで、投入センサーを、メダルの移動方向と平行に並列して案内通路に設けた複数の
光電センサーで構成し、これらの光電センサーによるメダルの検出順序や検出時間などを
監視することにより、「クレジット満タンゴト」の防止を図っているものが開示されてい
る（特許文献３参照）。
【特許文献１】特開２００４－１５４２７８号公報
【特許文献２】特開２００４－２０１７９６号公報
【特許文献３】特開２００６－６１４２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、上述したようなスロットマシンでは、不正行為を検出したときに、警告音を
鳴らしたり、入賞ラインを発光させたり、払い出し装置のメダルを払い出す速度を低下さ
せたり等、不正行為が行われたことを報知するようになっている。
　しかし、上述のように不正行為が行われたことを報知すると、遊技場の従業員だけでな
く不正行為を行っている者（以下「ゴト師」という）にも報知が行われていることに気付
かれてしまう。そのため、ゴト師は、逸早く遊技場から逃げ出し、遊技場の従業員は、ゴ
ト師を捕まえることができないという問題があった。
　（請求項１）
　そこで、請求項１に記載の発明は、スロットマシンが不正行為を検出したことをゴト師
に気付かれ難く、且つ不正行為が行われても遊技場の損害を抑制することができるスロッ
トマシンを提供することを目的とする。
【００１２】
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　（請求項２）
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明の目的に加え、特にクレジット
満タンゴトによる遊技場の損害を抑制することができるスロットマシンを提供することを
目的とする。
　（請求項３）
　また、請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明の目的に加え、不正に取得され
たクレジットメダルを遊技で使い切らせることができるスロットマシンを提供することを
目的とする。
【００１３】
　（請求項４）
　また、請求項４に記載の発明は、請求項２または３に記載の発明の目的に加え、特にク
レジット満タンゴトによる遊技場の損害を防止することができるスロットマシンを提供す
ることを目的とする。
　（請求項５）
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれかに記載の発明の目的に加え
、不正行為を検出してスロットマシンが所定の状態となったときに、この状態を解除する
ことができるスロットマシンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　（請求項１）
　（特徴点）
　請求項１に記載の発明は、表面に複数の図柄が付された複数個の回転リール(23)と、各
回転リール(23)の所定数の図柄を視認可能にする図柄表示窓(31)と、各回転リール(23)の
回転を開始させるためのスタートスイッチ(53)と、各回転リール(23)の回転を停止させる
ためのストップスイッチ(54)と、スタートスイッチ(53)の操作を契機に複数の当選役のい
ずれかに当選かまたはハズレかの抽選を行うための当選抽選手段(130)と、当選抽選手段(
130)の抽選でいずれかの当選役に当選したときには、この当選に応じた当選フラグを立て
るための当選フラグ成立手段(180)と、ストップスイッチ(54)の操作を契機に回転中の各
回転リール(23)の回転を停止させるとともに、当選フラグが立っているときには、この当
選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に表示され得るように且つそ
の他の当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせのいずれも図柄表示窓(31)に表示され
ないように各回転リール(23)を停止させ、いずれの当選フラグも立っていないときには、
当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせのいずれも図柄表示窓(31)に表示されないよ
うに各回転リール(23)を停止させるための停止制御手段(160)と、各回転リール(23)が停
止されたときに、当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に表示されているか否かの
判定を行うため入賞判定手段(170)とを備え、当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31
)に表示されていると入賞判定手段(170)により判定されたことを条件に、この当選役に入
賞となって遊技者に所定の利益を付与するとともに、この当選役に係る当選フラグを消去
するように形成され、当選フラグ成立手段(180)により当選フラグが立てられたが、この
当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に表示されていないと入賞
判定手段(170)により判定された場合において、次の遊技が開始される前に消去される当
選フラグを通常当選フラグとし、次の遊技が開始されても消去されない当選フラグを特別
当選フラグとしたスロットマシン(S)であって、スロットマシン(S)に対する不正行為を検
出するための不正検出手段(400)と、不正検出手段(400)がスロットマシン(S)に対する不
正行為を検出したときに、不正検出フラグを立てるための不正検出フラグ成立手段(402)
と、不正検出フラグが立っていて、且つ特別当選フラグが立っていることを条件に、この
特別当選フラグを消去するための特別当選フラグ消去手段(403)とを備えたことを特徴と
するスロットマシン(S)に関するものである。
【００１５】
　「回転リール(23)」は、例えば、ステッピングモーターに設けられ、このステッピング
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モーターの回転子の回転により回転される。
　「図柄表示窓(31)」は、各回転リール(23)の所定数の図柄を視認可能にするためのもの
である。例えば、複数の図柄が付された回転リール(23)が３個設けられた場合に、図柄表
示窓(31)は、各回転リール(23)につき３個の図柄が視認可能となるように形成することが
できる。
　「スタートスイッチ(53)」は、各回転リール(23)の回転を開始させるためのである。ま
た、スタートスイッチ(53)は、レバー式のスイッチを用いて構成することができる。
【００１６】
　「ストップスイッチ(54)」は、各回転リール(23)の回転を停止させるためのものである
。また、複数の図柄が付された回転リール(23)が３個設けられた場合に、ストップスイッ
チ(54)は、各回転リール(23)に対応してそれぞれ設けることができる。
　「当選抽選手段(130)」は、スタートスイッチ(53)の操作を契機に複数の当選役のいず
れかに当選かまたはハズレかの抽選を行うためのものである。
　例えば、スタートスイッチ(53)の操作を契機に乱数発生手段(131)が発生させる乱数か
ら抽出された数値と、乱数発生手段(131)が発生させる各乱数についていずれかの当選役
に当選かまたはハズレかが割り振られた当選判定テーブル(133)とを比較し、いずれかの
当選役に当選かまたはハズレかを、各回転リール(23)の回転が開始される前に予め決定す
る。
【００１７】
　「当選フラグ成立手段(180)」は、当選抽選手段(130)の抽選でいずれかの当選役に当選
したときには、この当選に応じた当選フラグを立てるためのものである。
　「当選フラグ」は、当選の有無について当選役毎に関連づけされた変数であり、制御装
置(10)に当選抽選手段(130)の抽選結果を記憶させるためのものである。制御装置(10)は
、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ等を備え、スロットマシンの作動を制御するためのも
のである。
　「停止制御手段(160)」は、ストップスイッチ(54)の操作を契機に回転中の各回転リー
ル(23)の回転を停止させるためのものである。
【００１８】
　また、停止制御手段(160)は、当選フラグが立っているときには、この当選フラグに係
る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に表示され得るように、且つその他の当選
フラグに係る当選役の図柄の組み合わせのいずれも図柄表示窓(31)に表示されないように
、各回転リール(23)を停止させる。
　また、停止制御手段(160)は、いずれの当選フラグも立っていないときには、当選フラ
グに係る当選役の図柄の組み合わせのいずれも図柄表示窓(31)に表示されないように、各
回転リール(23)を停止させる。
　「入賞判定手段(170)」は、各回転リール(23)が停止されたときに、当選役の図柄の組
み合わせが図柄表示窓(31)に表示されているか否かの判定を行うためのものである。
【００１９】
　例えば、各回転リール(23)が停止されたときに、それぞれの当選役に係る図柄の組み合
わせについて、図柄表示窓(31)に表示されるように各回転リール(23)が停止されたか否か
の判定を行う。そして、当選役に係る図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に表示されるよ
うに各回転リール(23)が停止された場合に、この図柄の組み合わせに係る当選役の当選フ
ラグが立っているときには、この当選役に入賞となって遊技者に所定の利益を付与すると
ともに、この当選役に係る当選フラグを消去するように形成することができる。
　「通常当選フラグ」は、当選フラグ成立手段(180)により当選フラグが立てられたが、
この当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓に表示されていないと入賞
判定手段により判定された場合において、次の遊技が開始される前に消去される当選フラ
グを意味する。通常当選フラグとしては、例えば、所定枚数のメダルが払い出される「小
役当選役」に対応した当選フラグや、メダルを新たに投入せずに遊技をもう一度行うこと
ができる「再遊技（リプレイ）当選役」に対応した当選フラグ等がある。
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【００２０】
　「特別当選フラグ」は、当選フラグ成立手段(180)により当選フラグが立てられたが、
この当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓に表示されていないと入賞
判定手段により判定された場合において、次の遊技が開始されても消去されない当選フラ
グを意味する。特別当選フラグとしては、例えば、通常遊技よりも多くの利益を獲得し得
る遊技である「レギュラーボーナスゲーム（ＲＢゲーム）」を開始させるための「ＲＢ当
選役」に対応した当選フラグや、ＲＢゲームに移行される確率が通常遊技よりも高い遊技
である「ビッグボーナスゲーム（ＢＢゲーム）」を開始させるための「ＢＢ当選役」に対
応した当選フラグ等がある。
【００２１】
　「不正検出手段(400)」は、スロットマシン(S)に対する不正行為を検出するためのもの
である。
　「スロットマシン(S)に対する不正行為」としては、例えば、所定の間隔でリズムを刻
む特殊な装置（いわゆる体感器）を乱数発生手段のカウントする周期に同調させ、この体
感器のリズムに合わせてスタートスイッチを操作することにより当選役に当選し続ける、
いわゆる「体感器ゴト」がある。
　そして、この体感器ゴトを検出するための不正検出手段(400)として、乱数発生手段(13
1)が発生させる乱数から抽出された数値を記憶するための手段と、この数値の抽出に所定
の傾向があるか否かを判断するための手段を設け、所定の傾向がある場合には、体感器ゴ
トが行われたと判断するように形成することができる。
【００２２】
　また、例えば、電磁波発生装置を用いて所定の周波数の電磁波を所定の出力でスロット
マシンに照射することにより、スロットマシンを誤動作させて、回転リールの回転を開始
させるとともに当選役の抽選を行わせる、いわゆる「電波ゴト」という不正行為がある。
　そして、電波ゴトを検出するための不正検出手段(400)として、筐体(1)の内部や前扉(3
)の裏面に電磁波検知器を設け、電磁波検知器が所定範囲の周波数で所定の出力以上の電
磁波を検知した場合に、電波ゴトが行われたと判断するように形成することができる。
　また、例えば、営業時間中に、スロットマシンの隙間から針金やピアノ線等の不正器具
を挿入して施錠装置を不正に開錠したり、不正に複製された合鍵等を用いて施錠装置を開
錠したりして前扉を開き、設定値を変更して当選確率を高める、いわゆる「設定変更ゴト
」がある。
【００２３】
　そして、設定値変更ゴトを検出する不正検出手段(400)として、遊技モードから設定値
変更モードに切り替えられた時刻を監視する手段をスロットマシン(S)に設け、営業時間
中に設定変更モードに切り替えられた場合に、設定変更ゴトが行われたと判断するように
形成することができる。
　また、例えば、メダル投入口から不正器具を挿入してスロットマシンを誤動作させ、不
正にクレジット数を増加させる不正行為（以下「クレジット満タンゴト」という）がある
。
　クレジット満タンゴトを検出する不正検出手段(400)としては、投入センサー(7)からの
メダル検出信号を監視する手段を制御装置(10)に設け、所定のパターンでメダル検出信号
が出力されなかった場合に、クレジット満タンゴトが行われたと判断するように形成する
ことができる。
【００２４】
　「不正検出フラグ成立手段(402)」は、不正検出手段(400)がスロットマシンに対する不
正行為を検出したときに、不正検出フラグを立てるためのものである。
　「不正検出フラグ」は、スロットマシンに対する不正行為の検出の有無に関連づけされ
た変数であり、制御装置(10)に不正検出手段(400)の検出結果を記憶させるためのもので
ある。
　「特別当選フラグ消去手段(403)」は、不正検出フラグが立っていて、且つ特別当選フ
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ラグが立っていることを条件に、この特別当選フラグを消去するためのものである。
　例えば、不正検出手段(400)がスロットマシンに対する不正行為を検出すると、不正検
出フラグ成立手段(402)によって不正検出フラグが立てられる。その後、当選抽選手段(13
0)の抽選で「ＢＢ当選役」に当選して、当選フラグ成立手段(180)によってこの「ＢＢ当
選役」に係る特別当選フラグが立てられると、特別当選フラグ消去手段(403)は、この特
別当選フラグを消去する。
【００２５】
　また、例えば、当選フラグ成立手段(180)によって「ＢＢ当選役」に係る特別当選フラ
グが立てられたが、「ＢＢ当選役」の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に表示されてい
ないと入賞判定手段(170)により判定されると、この特別当選フラグは、消去されずに立
った状態を維持される。その後、不正検出手段(400)がスロットマシンに対する不正行為
を検出して、不正検出フラグ成立手段(402)によって不正検出フラグが立てられると、特
別当選フラグ消去手段(403)は、「ＢＢ当選役」に係る特別当選フラグを消去する。
　（作用）
　請求項１に記載の発明の発明によれば、不正検出手段(400)がスロットマシンに対する
不正行為を検出すると、それ以前に当選フラグ成立手段(180)に立てられた特別当選フラ
グを消去するばかりか、当選フラグ成立手段(180)が特別当選フラグを立てる度に、特別
当選フラグ消去手段(403)がこの特別当選フラグを消去するようになる。これにより、停
止制御手段(160)が特別当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓(31)に
表示されないように各回転リール(23)を停止させるため、特別当選フラグに係る当選役に
入賞することができないようになる。
【００２６】
　（請求項２）
　（特徴点）
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明の特徴に加え、メダルを投入するため
のメダル投入口(42)と、メダル投入口(42)に投入されたメダルを導くための案内通路と、
案内通路を通過するメダルを検出するための投入センサー(7)と、案内通路を通過したメ
ダルを貯留するとともに、貯留したメダルを払い出すための払い出し装置(5)と、遊技を
開始可能とするためにベットされたメダルの枚数を所定数までカウントするためのベット
数カウント手段(301)と、クレジットとして貯留されたメダルの枚数をカウントするため
のクレジット数カウント手段(302)と、投入センサー(7)によりメダルが検出される度にベ
ット数カウント手段(301)のベット数を増やすためのベット数増加手段(303)と、ベット数
カウント手段(301)のベット数が上限に到達している場合において投入センサー(7)により
メダルが検出される度にクレジット数カウント手段(302)のクレジット数を増やすための
クレジット数増加手段(304)と、当選役に入賞したときに、クレジット数カウント手段(30
2)のクレジット数の増加をもって払い出し装置(5)のメダルの払い出しに代えるための入
賞クレジット手段(305)と、払い出し装置(5)にメダルを払い出させるための精算スイッチ
(52)と、精算スイッチ(52)が操作された場合において、不正検出フラグが立っていないと
きには払い出し装置(5)にメダルの払い出しを開始させ、不正検出フラグが立っていると
きには払い出し装置(5)にメダルの払い出しを開始させないための精算払い出し開始手段(
308)と、払い出し装置(5)から払い出されたメダルを検出するための払い出しセンサー(9)
と、払い出しセンサー(9)によりメダルが検出される度にクレジット数カウント手段(302)
のクレジット数を減らすためのカウントダウン手段(309)と、クレジット数カウント手段(
302)のクレジット数が０に到達したことを検出するためのクレジット数監視手段(310)と
、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数が０に到達したことがクレジット数監
視手段(310)により検出されたことを条件に、払い出し装置(5)にメダルの払い出しを停止
させるための精算払い出し停止手段(311)とを備えたことを特徴とするスロットマシン(S)
に関するものである。
【００２７】
　「メダル投入口(42)」は、スロットマシン(S)の内部にメダルを投入するためのもので
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ある。メダル投入口(42)として、例えば、メダルを１枚ずつ受け入れ可能な開口部をスロ
ットマシン(S)に形成することができる。
　「案内通路」は、メダル投入口(42)に投入されたメダルを払い出し装置(5)に導くため
のものである。例えば、案内通路をメダル投入口(42)の下方の位置に形成し、メダル投入
口(42)に投入されたメダルが案内通路を１枚ずつ転がり落ちて払い出し装置(5)に貯留さ
れるように形成することができる。
　「投入センサー(7)」は、案内通路を通過するメダルを検出するためのものである。投
入センサー(7)は、例えば、発光素子と受光素子とが一体に形成された反射型の光電セン
サーを備えていてもよいし、発光素子と受光素子とが別体に形成された透過型の光電セン
サーを備えていてもよい。
【００２８】
　「払い出し装置(5)」は、案内通路を通過したメダルを貯留するとともに、貯留したメ
ダルを払い出すためのものである。例えば、払い出し装置(5)は、メダルを貯留するため
のメダルタンクと、メダルタンクに貯留されているメダルを１枚ずつ排出するための送り
出し機構とを備えるように形成することができる。
　「ベット数カウント手段(301)」は、遊技を開始可能とするためにベットされたメダル
の枚数を所定数までカウントするためのものである。例えば、ベットされたメダルの枚数
を、最大で３枚までカウント可能とすることができる。換言すると、１回の遊技につきベ
ット可能な枚数は、最大で３枚とすることができる。
【００２９】
　「クレジット数カウント手段(302)」は、クレジットとして貯留されたメダルの枚数を
カウントするためのものである。なお、クレジットとして貯留可能なメダルの枚数に、上
限を設定してもよい。例えば、最大で５０枚までクレジットとして貯留可能とすることが
できる。
　「ベット数増加手段(303)」は、投入センサー(7)によりメダルが検出される度にベット
数カウント手段(301)のベット数を増やすためのものである。また、ベット数増加手段(30
3)は、ベット数カウント手段(301)のベット数を、ベット数カウント手段(301)がカウント
可能な最大枚数まで増やすようになっている。例えば、ベット数カウント手段(301)はベ
ットされたメダルを最大で３枚までカウント可能とした場合に、ベット数増加手段(303)
は３枚までベット数カウント手段(301)のベット数を増やすように形成することができる
。
【００３０】
　「クレジット数増加手段(304)」は、ベット数カウント手段(301)のベット数が上限に到
達している場合において投入センサー(7)によりメダルが検出される度にクレジット数カ
ウント手段(302)のクレジット数を増やすためのものである。例えば、ベット数カウント
手段(301)はベットされたメダルを最大で３枚までカウント可能とした場合において、ベ
ット数カウント手段(301)のベット数が３枚に到達しているときに、投入センサー(7)によ
りメダルが検出されると、クレジット数増加手段(304)はクレジット数カウント手段(302)
のクレジット数を増やすように形成することができる。
　「入賞クレジット手段(305)」は、当選役に入賞したときに、クレジット数カウント手
段(302)のクレジット数の増加をもって払い出し装置(5)のメダルの払い出しに代えるため
のものである。
【００３１】
　例えば、入賞すると払い出し装置(5)より１０枚のメダルが払い出される当選役に入賞
したときに、払い出し装置(5)よりメダルを払い出す代わりに、クレジット数カウント手
段(302)のクレジット数に「１０」を加算するように形成することができる。
　「精算スイッチ(52)」は、払い出し装置(5)にメダルを払い出させるためのものである
。具体的には、例えば、精算スイッチ(52)を操作すると、クレジット数カウント手段(302
)のクレジット数分のメダルを払い出し装置(5)に払い出させるように形成することができ
る。
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　「精算払い出し開始手段(308)」は、精算スイッチ(52)が操作された場合において、不
正検出フラグが立っていないときには、払い出し装置(5)にメダルの払い出しを開始させ
る。また、精算払い出し開始手段(308)は、不正検出フラグが立っているときには払い出
し装置(5)にメダルの払い出しを開始させない。
【００３２】
　「払い出しセンサー(9)」は、払い出し装置(5)から払い出されたメダルを検出するため
のものである。
　「カウントダウン手段(309)」は、払い出しセンサー(9)によりメダルが検出される度に
クレジット数カウント手段(302)のクレジット数を減らすためのものである。
　具体的には、例えば、カウントダウン手段(309)は、払い出しセンサー(9)によりメダル
が検出される度に、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数を「１」減らすよう
に形成することができる。
　「クレジット数監視手段(310)」は、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数が
０に到達したことを検出するためのものである。例えば、クレジット数監視手段(310)は
、常時クレジット数カウント手段(302)を監視し、クレジット数カウント手段(302)のクレ
ジット数が０に到達すると、クレジット数０信号を送信するように形成してもよい。
【００３３】
　「精算払い出し停止手段(311)」は、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数が
０に到達したことがクレジット数監視手段(310)により検出されたことを条件に、払い出
し装置(5)にメダルの払い出しを停止させるためのものである。つまり、精算払い出し停
止手段(311)は、精算スイッチ(52)が操作された時点でのクレジット数カウント手段(302)
のクレジット数と同じ枚数のメダルが払い出されると、払い出し装置(5)にメダルの払い
出しを停止させるようになっている。
　（作用）
　請求項２に記載の発明によれば、不正検出手段(400)がスロットマシンに対する不正行
為を検出すると、その後、精算スイッチ(52)が操作されても、精算払い出し開始手段(308
)が払い出し装置(5)にメダルの払い出しを開始させないようになっている。これにより、
不正行為によりクレジット数カウント手段(302)のクレジット数が増加された後に精算ス
イッチ(52)が操作されても、払い出し装置(5)はメダルの払い出しを行わないようになっ
ている。
【００３４】
　（請求項３）
　（特徴点）
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明の特徴に加え、クレジットとして貯留
されたメダルをベットするためのベットスイッチ(51)と、ベットスイッチ(51)の操作を契
機にクレジット数カウント手段(302)のクレジット数から所定数を減算するためのクレジ
ット数減算手段(306)と、ベット数カウント手段(301)のベット数にクレジット数減算手段
(306)が減算した数と同数を加算するためのベット数加算手段(307)と、クレジット数カウ
ント手段(302)のクレジット数が０に到達したことがクレジット数監視手段(310)により検
出されたことを条件に、不正検出フラグを消去するための不正検出フラグクリア手段とを
備えたことを特徴とするスロットマシン(S)に関するものである。
【００３５】
　「ベットスイッチ(51)」は、クレジットとして貯留されたメダルをベットするためのも
のである。
　ここで、ベットスイッチ(51)は、操作される度に１枚ベットするように形成してもよい
し、操作される度にベット数カウント手段(301)のカウント可能な最大枚数（例えば３枚
）ベットするように形成してもよい。
　「クレジット数減算手段(306)」は、ベットスイッチ(51)の操作を契機にクレジット数
カウント手段(302)のクレジット数から所定数を減算するためのものである。例えば、ク
レジット数減算手段(306)は、ベットスイッチ(51)が操作されると、クレジット数カウン
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ト手段(302)のクレジット数から「３」を減算するように形成することができる。
【００３６】
　「ベット数加算手段(307)」は、ベット数カウント手段(301)のベット数にクレジット数
減算手段(306)が減算した数と同数を加算するためのものである。例えば、クレジット数
加算手段は、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数から「３」が減算されると
、ベット数カウント手段(301)のベット数に「３」を加算するように形成することができ
る。
　「不正検出フラグクリア手段」は、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数が
０に到達したことがクレジット数監視手段(310)により検出されたことを条件に、不正検
出フラグを消去するためのものである。
【００３７】
　（作用）
　請求項３に記載の発明によれば、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数が０
に到達すると、不正検出フラグクリア手段が不正検出フラグを消去するようになっている
。これにより、クレジット数カウント手段(302)のクレジット数が０に到達するまで、特
別当選フラグ消去手段(403)が特別当選フラグを消去し続けられて、特別当選フラグに係
る当選役に入賞することができないようになっている。
　（請求項４）
　（特徴点）
　請求項４に記載の発明は、請求項２または３に記載の発明の特徴に加え、不正検出フラ
グが立っているときに精算スイッチ(52)が操作されたことを条件に、クレジット数カウン
ト手段(302)のクレジット数を０にするためのクレジット数クリア手段を備えたことを特
徴とするスロットマシン(S)に関するものである。
【００３８】
　（作用）
　請求項４に記載の発明によれば、不正検出フラグが立っているときに精算スイッチ(52)
が操作されると、クレジット数クリア手段がクレジット数カウント手段(302)のクレジッ
ト数を０にするようになっている。これにより、不正行為によりクレジット数カウント手
段(302)のクレジット数が増加された場合に、精算スイッチ(52)が操作されても払い出し
装置(5)はメダルの払い出しを行わず、さらにクレジット数カウント手段(302)のクレジッ
ト数が０にされるようになっている。
　（請求項５）
　（特徴点）
　請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれかに記載の発明の特徴に加え、不正
検出フラグを消去するために操作するフラグ消去操作部と、フラグ消去操作部が所定の態
様で操作されたことを条件に、不正検出フラグを消去するための不正検出フラグ消去手段
(404)とを備えたことを特徴とするスロットマシン(S)に関するものである。
【００３９】
　「フラグ消去操作部」は、不正検出フラグを消去するために操作するためのものである
。
　フラグ消去操作部は、不正検出フラグを消去する機能のみを有していてもよいし、不正
検出フラグを消去すること以外の機能を有していてもよい。また、フラグ消去操作部は、
単一のスイッチから構成してもよく、複数のスイッチを組み合わせて構成してもよい。ま
た、複数のスイッチ操作の組み合わせにより、フラグ消去操作部の操作とするように形成
してもよい。
　「不正検出フラグ消去手段(404)」は、フラグ消去操作部が所定の態様で操作されたこ
とを条件に、不正検出フラグを消去するためのものである。
【００４０】
　（作用）
　請求項５に記載の発明によれば、フラグ消去操作部が所定の態様で操作されると、不正
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検出フラグ消去手段(404)が不正検出フラグを消去するようになっている。これにより、
遊技場の管理者は、フラグ消去操作部を所定の態様で操作することにより、任意に不正検
出フラグを消去することができるようになる。
【発明の効果】
【００４１】
　（請求項１）
　請求項１に記載の発明によれば、スロットマシンに対する不正行為が不正検出手段によ
り検出されると、それ以前に立てられた特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段により
消去されるばかりか、特別当選フラグが立てられる度にこの特別当選フラグが特別当選フ
ラグ消去手段により消去される。そのため、特別当選フラグに係る当選役の図柄の組み合
わせを図柄表示窓に表示させることができず、特別当選フラグに係る当選役に入賞するこ
とができないようになる。これにより、不正検出手段がスロットマシンに対する不正行為
を検出した場合に、このことをゴト師に気付かれないようにしつつ遊技場の損害を抑制す
ることができる。
【００４２】
　（請求項２）
　請求項２に記載の発明によれば、上記した請求項１に記載の発明の効果に加え、次のよ
うな効果を奏する。
　すなわち、請求項２に記載の発明によれば、スロットマシンに対する不正行為が不正検
出手段により検出されると、それ以降、精算スイッチを操作しても、クレジットとして貯
留されたメダルを払い出すことができないようになる。これにより、クレジット満タンゴ
ト等の不正行為が行われても、遊技場の損害を抑制することができる。
　（請求項３）
　請求項３に記載の発明によれば、上記した請求項２に記載の発明の効果に加え、次のよ
うな効果を奏する。
【００４３】
　すなわち、請求項３に記載の発明によれば、スロットマシンに対する不正行為が不正検
出手段により検出されると、それ以降、クレジット数カウント手段のクレジット数が０に
到達するまで、特別当選フラグ消去手段が特別当選フラグを消去し続けられて、特別当選
フラグに係る当選役に入賞することができないようになっている。これにより、遊技を行
うことでクレジットとして貯留されたメダルを使い切らせることができる。
　（請求項４）
　請求項４に記載の発明によれば、上記した請求項２に記載の発明の効果に加え、次のよ
うな効果を奏する。
【００４４】
　すなわち、請求項４に記載の発明によれば、スロットマシンに対する不正行為が不正検
出手段により検出されると、それ以降、精算スイッチが操作されても払い出し装置はメダ
ルの払い出しを行わず、さらにクレジット数カウント手段のクレジット数が０にされるよ
うになっている。これにより、特にクレジット満タンゴトによる遊技場の損害を防止する
ことができる。
　（請求項５）
　請求項５に記載の発明によれば、上記した請求項１から４のいずれかに記載の発明の効
果に加え、次のような効果を奏する。
【００４５】
　すなわち、請求項５に記載の発明によれば、フラグ消去操作部を所定の態様で操作する
と、不正検出フラグ消去手段により不正検出フラグが消去されるようになっている。これ
により、遊技場の管理者は、フラグ消去操作部を所定の態様で操作することにより、任意
に不正検出フラグを消去することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
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　本発明を実施するための最良の形態を５例挙げて、図面を参照しつつ順次説明する。
　（第１の実施の形態）
　（図面の説明）
　図１ないし図１６は、第１の実施の形態を示すものである。
　図１は、スロットマシンSの斜視図である。図２は、スロットマシンSの前扉3を取り外
した状態を示す斜視図である。図３は、図柄表示窓31及び入賞有効ライン38を示す正面図
である。図４は、各回転リール23のリールテープ28の一部を示す展開図である。図５は、
電源ユニット4の斜視図である。図６は、メダルセレクター6の背面図である。図７は、メ
ダルセレクター6の断面図である。図８及び図９は、スロットマシンSのメダル検出信号を
示すタイムチャートである。図１０ないし図１３は、スロットマシンSに対する不正行為
が行われたときのメダル検出信号を示すタイムチャートである。図１４は、スロットマシ
ンSの制御装置10の入力、制御及び出力の概略を示すブロック図である。図１５は、スロ
ットマシンSの動作の概略を示すフローチャートである。図１６は、スロットマシンSの当
選抽選処理を示すフローチャートである。
【００４７】
　なお、「正面」とは、スロットマシンSにおける、遊技者が遊技を行う際に向き合う面
をいう。また、「右側」とは、スロットマシンSの正面に向き合う遊技者から見て右側を
意味し、「左側」とは、スロットマシンSの正面に向き合う遊技者から見て左側を意味す
る。また、「手前側」とは、スロットマシンSの正面側を意味し、「奥側」とは、スロッ
トマシンSの背面側を意味する。
　（スロットマシンS）
　本実施の形態に係る遊技機としてのスロットマシンSは、図１及び図２に示すように、
少なくとも正面側に正面開口部11を有する筐体1と、筐体1内部に着脱自在かつ固定可能に
設けられる交換ユニット2と、筐体1の正面開口部11を開閉自在に塞ぐ前扉3とを備えてい
る。
【００４８】
　また、前扉3は、筐体1の開口上部13を開閉自在に塞ぐ上扉30と、筐体1の開口下部14を
開閉自在に塞ぐ下扉40とから成っている。
　（筐体1）
　筐体1は、図２に示すように、底板15、左右の側板である左側板16Bと右側板16A、天板1
7及び背板（図示せず）からなる正面側に開口する箱形に形成されている。また、右側板1
6A及び左側板16Bには、筐体1の高さ方向略中央で水平となるように中板12が設けられてい
る。
　そして、底板15の上面には、各部品に電力を供給するための電源装置を内蔵した電源ユ
ニット4が固定されている。また、電源ユニット4の前面には、図５に示すように、電源の
ＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行うための電源スイッチ55、設定変更のＯＮ／ＯＦＦの切り替
えを行うための設定キースイッチ56、設定値を変更するための設定変更スイッチ57、エラ
ーを解除するためのリセットスイッチ58等が設けられている。なお、リセットスイッチ58
は、不正フラグを消去するために操作するフラグ消去操作部としても機能する。
【００４９】
　また、底板15の上面には、内部にメダルを貯留するとともに、その貯留したメダルをメ
ダル受け皿43へ払い出すための払い出し装置5が設置されている。電源ユニット4及び払い
出し装置5は、交換ユニット2の交換に際し、必ずしも交換する必要のないものであり、交
換時には筐体1に設置されたままにしておけるようになっている。
　また、左側板16B内面の手前側の端部における中板12よりも下方の位置には、図２に示
すように、下扉40を係合させ、回転自在に支持するための筐体側蝶番18が、上下方向に間
隔をおいて２つ設けられている。
　また、右側板16Aの内面における中板12よりも上方の位置、及び左側板16Bの内面におけ
る中板12よりも上方の位置には、交換ユニット2を固定するための係合クリップ26が設け
られている。
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【００５０】
　また、右側板16A内面の手前側の端部における中板12よりも下方の位置には、下扉40を
閉めた際、下扉40をロックするための下扉用突出片19が、上下方向に間隔をおいて２つ設
けられている。
　（交換ユニット2）
　交換ユニット2は、図２に示すように、種々の部品を設置あるいは固定するための枠体2
1と、枠体21に固定されたリールユニット22及び基板ユニット24Aとを備えている。
　枠体21は、方形状の金属枠からなり、リールユニット22及び基板ユニット24Aを支持す
るとともに、これらを一体的に取り扱い可能とするためのものである。また、枠体21の正
面左側の縦枠には、上扉30を係合させ、回動自在に支持するための枠体側蝶番25が、上下
方向に間隔をおいて２つ設けられている。また、枠体21の正面右側の縦枠には、上扉30を
閉めた際、上扉30をロックするための上扉用突出片29が、上下方向に間隔をおいて２つ設
けられている。さらに、枠体21の正面側の左右の縦枠には、筐体1の係合クリップ26に固
定するための係合フック27がそれぞれ設けられている。なお、枠体21としては、他の構成
部品を支持固定可能であってもよい。
【００５１】
　また、リールユニット22は、枠体21に固定された３個のステッピングモーター（図示せ
ず）と、各々のステッピングモーターの出力軸に固定された３個の回転リール23とを備え
ている。また、図３に示すように、３個の回転リール23のうち、左側に位置するのが左回
転リール23Lであり、中央に位置するのが中央回転リール23Mであり、右側に位置するのが
右回転リール23Rである。
　また、基板ユニット24Aは、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ等の電子部品を備えた基
板を、基板ケースに収納したものである。そして、基板ユニット24Aは、スロットマシンS
の遊技を制御するための遊技制御装置100として機能する。
【００５２】
　また、交換ユニット2は、図２に示すように、中板12の上に乗せ、筐体1内部に収納され
る。そして、係合フック27を係合クリップ26に引っ掛けて止めることにより、交換ユニッ
ト2は筐体1内部に固定される。
　（上扉30）
　上扉30は、図１及び図２に示すように、筐体1の開口上部13を開閉自在に塞ぐための板
状の扉である。
　また、上扉30の左側裏面端部には、上扉側蝶番36が、上下方向に間隔をおいて二つ設け
られている。そして、この上扉側蝶番36を、枠体21に設けられた枠体側蝶番25と係合させ
ることで、上扉30は、交換ユニット2の枠体21に回動自在に取り付けられている。
【００５３】
　また、上扉30は、略中央部に回転リール23の図柄を正面側から見ることができる図柄表
示窓31を備えている。図柄表示窓31は、図３に示すように、各回転リール23の図柄が３個
ずつ表示されるように形成されている。また、図柄表示窓31には、水平に伸びる入賞有効
ライン38が上段、中段及び下段の３本、並びに図柄表示窓31の対角線に伸びる入賞有効ラ
イン38が２本形成されている。
　また、本実施の形態では、水平に伸びる中段の入賞有効ライン38を第一入賞有効ライン
38Aとし、水平に伸びる上段の入賞有効ライン38を第二入賞有効ライン38Bとし、水平に伸
びる下段の入賞有効ライン38を第三入賞有効ライン38Cとし、図柄表示窓31の対角線に伸
びる右下がりの入賞有効ライン38を第四入賞有効ライン38Dとし、図柄表示窓31の対角線
に伸びる右上がりの入賞有効ライン38を第五入賞有効ライン38Eとする。
【００５４】
　そして、図柄表示窓31の上方には、図１に示すように、画像表示装置34が設けられてい
る。画像表示装置34は、入賞図柄の組み合わせや遊技履歴等の情報の画像や、遊技の状態
や当選役の抽選結果を報知する画像などを表示するためのものである。画像表示装置34は
、具体的には、例えば、液晶表示装置やＣＲＴ等を用いることができる。また、画像表示
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装置34の周囲には、報知などを行うためのランプ33が設けられている。
　また、図柄表示窓31の下方には、図１に示すように、７セグメント表示器や液晶表示装
置などを用いて、設定値やクレジットメダルの枚数を表示するための数値表示部32が設け
られている。
【００５５】
　ここで、クレジットとは、メダル投入口42から投入され、メダルセレクター6により正
規なメダルとして払い出し装置5へ移送されるメダル、または所定の入賞により払い出さ
れるメダルを、スロットマシンS内部に貯留することである。また、本実施の形態におい
ては、最大５０枚までクレジット可能に形成されている。
　また、上扉30の裏面上部には、図２に示すように、基板ユニット24Bが設けられている
。基板ユニット24Bは、スロットマシンSの演出を制御するための演出制御装置200として
機能する。
　また、上扉30の裏面上部の左右には、図２に示すように、種々のサウンドを出力するた
めのスピーカ35が設けられている。
【００５６】
　また、上扉30の右側裏面端部には、上扉施錠装置37が設けられている。そして、交換ユ
ニット2を筐体1内部に収納固定した状態で上扉30を閉じると、上扉施錠装置37と上扉用突
出片28とが係合される。これにより、筐体1の開口上部13を閉塞した状態で、上扉30に施
錠することができる。
　また、特に図示しないが、上扉施錠装置37の下端には、上扉30の下面から下方に突出す
る解除フックが設けられている。そして、解除フックを下方に引っ張ると、上扉施錠装置
37と上扉用突出片28との係合が解除され、上扉30を開くことができるようになっている。
　なお、上扉30は、筐体1の側板16に取り付けるように形成してもよい。
【００５７】
　（下扉40）
　下扉40は、図１及び図２に示すように、筐体1の開口下部14を開閉自在に塞ぐための扉
である。
　また、下扉40の左側裏面端部には、下扉側蝶番46が、上下方向に間隔をおいて二つ設け
られている。そして、この下扉側蝶番46を、筐体1の左側板16Bに設けられた筐体側蝶番18
と係合させることで、下扉40は、筐体1の左側板16Bに回動自在に取り付けられている。ま
た、下扉40が上扉30よりも先に開かれるように、下扉40の上面は、閉扉時において、上扉
30の下端よりも手前側に突出するようになっている。つまり、下扉40が開放されると、上
扉30も開放可能となるように形成されている。
【００５８】
　また、下扉40の上部は、図１に示すように、スロットマシンSを作動させるための操作
部50が設けられている。ここで、操作部50としては、クレジットメダル数を減じてメダル
の投入に代えるためのベットスイッチ51、クレジットされたメダルを払い出すための精算
スイッチ52、回転リール23の回転を開始させるためのスタートスイッチ53、回転リール23
の回転を停止させるためのストップスイッチ54が設けられている。
　また、図１に示すように、下扉40の上部右側には、メダルを投入するためのメダル投入
口42が設けられている。また、下扉40の下部には、スロットマシンS内部よりメダルを排
出するためのメダル払い出し口41と、メダル払い出し口41から排出されたメダルを溜めて
おくためのメダル受け皿43とが形成されている。また、操作部50とメダル受け皿43との間
には、遊技内容その他の表示をするための前パネル45が取り付けられている。
【００５９】
　また、下扉40の裏面には、図２に示すように、メダル投入口42から投入されたメダルを
誘導しながら真贋で選別するためのメダルセレクター6が設けられている。また、下扉40
の裏面には、メダルセレクター6の下方に開口し、メダル払い出し口41に連通するメダル
排出部44が設けられている。
　また、下扉40の右側裏面端部には、下扉施錠装置47が設けられている。そして、下扉40
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を閉じると、下扉施錠装置47と下扉用突出片19とが係合されるようになっている。これに
より、筐体1の開口下部14を閉塞した状態で、下扉40に施錠することができる。
　また、下扉40の右側上部には、下扉施錠装置47を解錠するためのシリンダー錠48が設け
られている。また、シリンダー錠48の手前側端部に設けられた鍵穴に所定の鍵を差し込ん
で時計回りに回転させると、下扉施錠装置47と下扉用突出片20との係合が解除されて、下
扉40を開くことができるようになっている。
【００６０】
　（メダルセレクター6）
　メダルセレクター6は、図６に示すように、メダル投入口42の下方に設けられている。
また、メダルセレクター6は、図７に示すように、下扉40の背面に設けられたベース60と
、ベース60の背面に取り付けられたカバー70とを備えている。
　ベース60の背面には、図６に示すように、ベース60の上端から側端に至る略Ｌ字形に屈
曲した溝であるＬ字溝66が形成されている。Ｌ字溝66は、メダルの直径より僅かに幅広く
なっている。そして、Ｌ字溝66とカバー70との間に形成された間隙は、メダル投入口42に
投入された遊技媒体を転動させるためのメダル通路67となっている。
【００６１】
　また、図６に示すように、メダルセレクター6の上端部には、メダル投入口42から投入
されたメダルをメダル通路67へ受け入れるためのメダル受け口61が形成されている。また
、メダルセレクター6の側端部には、メダル通路67を転動するメダルを排出するためのメ
ダル排出口62が形成されている。
　また、メダル通路67は、メダル受け口61からほぼ鉛直下方へ向かう鉛直部63と、鉛直部
63の下端からメダル排出口62へ向けて緩やかに下り傾斜する傾斜部64と、鉛直部と傾斜部
とを滑らかに接続する屈曲部65とから成っている。
　メダルセレクター6のメダル排出口62側の側方には、メダル移送部80が隣接して設けら
れている。メダル移送部80は、メダル排出口62から排出されたメダルを受け入れて払い出
し装置5へ導くためのものである。また、メダル移送部80は、略扇形の扇状底板81と、扇
状底板81の弧状の縁部から上方に向けて立設された湾曲側板82とを備えている。また、扇
状底板81には、弧状の縁部に沿ったメダル溝83が形成されている。そして、そして、メダ
ル排出口62から排出されたメダルは、湾曲側板82に寄り掛かりながらメダル溝83を転げ落
ち、払い出し装置5のタンクに落下するようになっている。したがって、メダル通路67と
メダル溝83とにより、メダル投入口42に投入されたメダルを払い出し装置5に導くための
案内通路が構成される。
【００６２】
　また、図６に示すように、ベース60のメダル排出口62付近には、メダル通路67に導かれ
て払い出し装置5に貯留されるメダルを検出するための投入センサー7が設けられている。
投入センサー7は、メダルの移動方向と平行に並列して設けられた２個の光電センサーか
ら構成されている。これらの光電センサーのうち、メダルの移動方向の上流側にする光電
センサーを第一メダルセンサー7Aとし、同下流側に位置する光電センサーを第二メダルセ
ンサー7Bとする（図８参照）。第一メダルセンサー7A及び第二メダルセンサー7Bは、発光
素子と受光素子とが一体に形成された反射型の光電センサーである。
　また、第一メダルセンサー7A及び第二メダルセンサー7Bは、通過するメダルの表面また
は裏面の周縁付近を検出する。具体的には、メダルが第一メダルセンサー7Aや第二メダル
センサー7Bに到達したときに、各メダルセンサーの発光素子の照射する光がメダルに反射
して受光素子に受光され、各メダルセンサーから制御装置10へＯＮ信号が出力される。そ
して、メダルが第一メダルセンサー7Aや第二メダルセンサー7Bを通過すると、各メダルセ
ンサーの発光素子の照射する光が受光素子に受光されなくなり、各メダルセンサーから制
御装置10へＯＦＦ信号が出力される。
【００６３】
　また、第一メダルセンサー7A及び第二メダルセンサー7Bは、メダルがメダル通路67を転
動する際に、１枚のメダルを同時に検出できるような位置に設けられている。さらに、第
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一メダルセンサー7A及び第二メダルセンサー7Bは、複数のメダルがメダル投入口42に連続
して投入されて連なった状態でメダル通路67を転動する場合に、１枚のメダルを同時に検
出した後にどちらのメダルセンサーも一度ＯＦＦ状態になってから次のメダルを検出でき
るような位置に設けられている。
　また、図６に示すように、ベース60の傾斜部64付近には、メダル通路67を転動するメダ
ルを排除するためのブロッカー装置90が設けられている。ブロッカー装置90は、ベース60
の手前側の位置に設けられたソレノイド（図示せず）と、ベース60の手前側の位置に設け
られ、ソレノイドの励磁に応じて揺動する押圧部材（図示せず）と、ベース60の手前側の
位置に設けられた回動軸（図示せず）と、ベース60を手前側から奥側へ貫いた状態で回動
軸に回動可能に設けられた回動部材91（図７参照）とを備えている。
【００６４】
　回動部材91は、金属性の薄板で形成されている。また、回動部材91は、ベース60の奥側
に位置し、ベース60と略平行な略長方形の平板部92と、平板部92の左右の側縁からそれぞ
れベース60の奥側から手前側に突出し、回動軸に貫かれて軸支される取り付け部93と、平
板部92の下縁より下方に突出した逆Ｔ字形の係止部94と、取り付け部93の一方の先端部か
ら下方に突出する延出部95と、延出部95の先端部からベース60に向けて略直角に突出した
突出部96とを備えている。
　また、回動部材91は、図７に二点鎖線で示すように、突出部96がベース60を貫いてメダ
ル通路67に突出するとともに係止部94の下端がベース60から離れる方向に回動するように
、第一バネ（図示せず）により付勢されている。また、押圧部材は、回動部材91から離れ
るように第二バネ（図示せず）により付勢されているが、ソレノイドが励磁されると、ソ
レノイドに引き寄せられて揺動し、回動部材91を押圧するようになっている。そして、回
動部材91は、図７に実線で示すように、突出部96がメダル通路67から抜け出るとともに係
止部94がベース60と略平行になる方向に回動するようになっている。
【００６５】
　また、カバー70には、図７に示すように、メダル通路67の傾斜部64に沿って開口する落
下口71が形成されている。落下口71の周囲のうちの下縁72は、ベース60のＬ字溝66の下面
よりも上方に位置するように形成されている。また、落下口71の周囲のうちの上縁73は、
回動部材91の係止部94よりも上方に位置するように形成されている。そして、ソレノイド
が励磁しているときに、落下口71の周囲のうちの下縁72と係止部94の下端との間隔が、メ
ダルの直径よりも小さくなっている。これにより、メダル通路67を転動するメダルは、落
下口71から落下せずにブロッカー装置90を通過することができる。
　また、ソレノイドが励磁していないときは、落下口71の周囲のうちの下縁72と係止部94
の下端との間隔が、メダルの直径よりも大きくなっている。そのため、メダル通路67を転
動するメダルは、係止部94の支えを失い、メダル通路67に突出した突出部96に衝突して落
下口71から落下するようになる。
【００６６】
　（制御装置10）
　制御装置10は、スロットマシンSを制御するためのものである。また、制御装置は、Ｃ
ＰＵを中心に構成され、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ等を備えている。
　また、制御装置は、スロットマシンSの遊技を制御するための遊技制御装置100と、スロ
ットマシンSの演出を制御するための演出制御装置200とを備えている。
　また、本実施の形態では、制御装置10を、メイン基板と、メイン基板からの信号を受信
して作動するサブ基板とから構成し、メイン基板を遊技制御装置100として機能させると
ともに、サブ基板を演出制御装置200として機能させるようにしている。このように、遊
技を司る制御装置と演出を司る制御装置とを別個に構成することにより、演出制御に割り
当てるメモリを大幅に増やすことができるとともに、演出のみを変更することも可能にな
っている。
【００６７】
　（入力段）
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　制御装置10の入力段には、図１４に示すように、ベットスイッチ51、精算スイッチ52、
スタートスイッチ53、ストップスイッチ54、投入センサー7、リミットスイッチ84、払い
出しセンサー9、リセットスイッチ58の８つのパーツが接続されている。なお、入力段と
しては、上記したパーツに限定されるものではない。
　（ベットスイッチ51）
　ベットスイッチ51は、クレジットとして貯留されたメダルをベットするためのものであ
る。
【００６８】
　また、本実施の形態では、ベットスイッチ51として、１ベットスイッチ51Aと、マック
スベットスイッチ51Bとが設けられている。１ベットスイッチ51Aが操作されると、クレジ
ットとして貯留されたメダルの内から１枚ベットされるようになっている。また、マック
スベットスイッチ51Bが操作されると、クレジットとして貯留されたメダルの内から３枚
ベットされるようになっている。
　（精算スイッチ52）
　精算スイッチ52は、払い出し装置5にメダルを払い出させるためのものである。
　具体的には、精算スイッチ52が操作されると、その時点でのクレジット数カウント手段
302のクレジット数と同じ枚数のメダルが払い出し装置5によって払い出させるようになっ
ている。
【００６９】
　（スタートスイッチ53）
　スタートスイッチ53は、図１に示すように、操作部50の前面の左側端部に設けられ、メ
ダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメダルの投入を条件に、または、
「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を条件に、各回転リール23の回転
を開始させるためのものである。
　なお、ここで、「再遊技（リプレイ）」とは、当選抽選手段130の抽選により、「再遊
技（リプレイ）」のフラグが成立し、「ＪＡＣ」の図柄が入賞有効ライン38上に揃うと、
次の遊技において、メダルを新たに投入することなく、再度遊技を行うことができるもの
である。
【００７０】
　（ストップスイッチ54）
　ストップスイッチ54は、図１に示すように、操作部50の前面の中央部に設けられ、各回
転リール23の回転を停止させるためのものである。具体的には、操作部50の前面の中央部
には、各回転リール23に対応した３個のストップスイッチ54が、横並びに設けられている
。
　そして、ストップスイッチ54の操作により、このストップスイッチ54に対応した回転リ
ール23が回転を停止するように設定されている。具体的には、左側に位置するストップス
イッチ54を操作すると、左回転リール23Lが停止し、中央に位置するのストップスイッチ5
4を操作すると、中央回転リール23Mが停止し、右側に位置するストップスイッチ54を操作
すると、右回転リール23Rが停止する。
【００７１】
　（投入センサー7）
　投入センサー7は、図６に示すように、メダルセレクター6に設けられている。また、投
入センサー7は、メダル投入口42から投入されてメダルセレクター6に到達したメダルのう
ち、払い出し装置5へ誘導される正規のメダルを検出するためのものである。
　（リミットスイッチ84）
　リミットスイッチ84は、図６に示すように、メダル移送部80に設けられている。また、
リミットスイッチ84は、メダル排出口62から排出されてメダル移送部80のメダル溝83に受
け入れられたメダルを検出するためのものである。また、リミットスイッチ84は、メダル
に押圧されて電気回路の接点が閉じられると、制御装置10にＯＮ信号が出力されるように
なっている。
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【００７２】
　ここで、リミットスイッチ84と、後述する不正行為判定手段401とで、不正検出手段400
が構成される。
　不正検出手段400は、スロットマシンSに対する不正行為を検出するためのものである。
本実施の形態では、不正検出手段400は、メダル投入口42から不正器具を挿入してスロッ
トマシンSを誤動作させ、クレジット数カウント手段302のクレジット数を不正に増加させ
る不正行為（クレジット満タンゴト）を検出するためのものとして機能する。
　（払い出しセンサー9）
　払い出しセンサー9は、払い出し装置5に設けられている。また、払い出しセンサー9は
、払い出し装置5から払い出されたメダルを検出するためのものである。なお、払い出し
センサー9は、周知のものを用いることができる。
【００７３】
　（リセットスイッチ58）
　リセットスイッチ58は、電源ユニット4の前面に設けられている。また、リセットスイ
ッチ58は、エラーを解除するためのものであるが、不正検出フラグを消去するために操作
するフラグ消去操作部としても機能する。また、リセットスイッチ58は、押しボタン式の
スイッチであり、このスイッチを押圧することにより、不正検出フラグが消去されるよう
になっている。
　ここで、「フラグ消去操作部」とは、不正検出フラグを消去するために操作するための
ものである。フラグ消去操作部は、不正検出フラグを消去する機能のみを有していてもよ
いし、不正検出フラグを消去すること以外の機能を有していてもよい。また、フラグ消去
操作部は、単一のスイッチから構成してもよく、複数のスイッチを組み合わせて構成して
もよい。また、複数のスイッチ操作の組み合わせにより、フラグ消去操作部の操作とする
ように形成してもよい。
【００７４】
　なお、フラグ消去操作部は、遊技者が触れることができない位置に設けられていればよ
い。例えば、下扉施錠装置47にフラグ消去操作部として透過型の光電センサー設け、シリ
ンダー錠48の鍵穴に所定の鍵を差し込んで反時計回りに回転させると、発光素子の光が遮
られて受光素子に受光されなくなることにより、不正検出フラグを消去するように形成し
てもよい。
　（出力段）
　制御装置10の出力段には、図１４に示すように、リールユニット22、払い出し装置5、
数値表示部32、ブロッカー装置90、演出出力装置8（ランプ33、スピーカ35及び画像表示
装置34）の５つのパーツが接続されている。なお、出力段としては、上記したパーツに限
定されるものではない。
【００７５】
　（リールユニット22）
　リールユニット22は、フレームに固定或いは支持された３個のステッピングモーター（
図示せず）と、各々のステッピングモーターの出力軸に固定された３個の回転リール23と
を備えている。また、図３に示すように、３個の回転リール23のうち、左側に位置するの
が左回転リール23Lであり、中央に位置するのが中央回転リール23Mであり、右側に位置す
るのが右回転リール23Rである。
　そして、各回転リール23は、特に図示しないが、合成樹脂からなる回転ドラムと、回転
ドラムの周囲に貼付されるテープ状のリールテープ28とを備えている。このリールテープ
28の外周面には、複数個（例えば２１個）の図柄が表示されている。具体的には、図４に
示すように、「７（赤色）」「７（青色）」「ＢＡＲ」「ベル」「スイカ」「チェリー」
「ＪＡＣ」の図柄が配置されている。
【００７６】
　また、各回転リール23には、突起状のスタートインデックスが設けられるとともに、リ
ールユニット22のフレームには、スタートインデックスを検出するためのインデックスセ
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ンサーが回転リール23ごとに設けられている。そして、ステッピングモーターにより回転
リール23が回転を開始した後、インデックスセンサーによりスタートインデックスを検出
してから、ステッピングモーターのステップ数をカウントし、このステップ数に基づいて
回転リール23の現在の回転位置を特定する。
　（払い出し装置5）
　払い出し装置5は、内部にメダルを貯留するとともに、その貯留したメダルをメダル受
け皿43へ払い出すためのものである。払い出し装置5は、特に図示しないが、メダルを貯
留するためのメダルタンクと、メダルタンクに貯留されているメダルを１枚ずつ排出する
ための送り出し機構と、送り出し機構により排出されたメダルを検出するための払い出し
センサー9とを備えている。
【００７７】
　また、送り出し機構により排出されたメダルは、メダル排出部44を通ってメダル受け皿
43に払い出されるようになっている。
　（ブロッカー装置90）
　ブロッカー装置90は、メダルセレクター6に設けられている。また、ブロッカー装置90
は、メダル通路67を転動するメダルを排除するためのである。具体的には、ブロッカー装
置90のソレノイドが励磁されているときには、メダル通路67を転動してきたメダルは、投
入センサー7を通過して、払い出し装置5のメダルタンクに落下する。ブロッカー装置90の
ソレノイドが励磁していないときは、メダル通路67を転動してきたメダルは、投入センサ
ー7に到達する前に、メダル通路67から排除される。
【００７８】
　（遊技制御装置100）
　遊技制御装置100は、スロットマシンSの遊技を制御するためのものである。
　また、遊技制御装置100は、ＣＰＵがＲＯＭに記憶されたプログラムを実行することに
より、通常遊技制御手段110、特別遊技制御手段120、当選抽選手段130、回転制御手段140
、回転位置判断手段150、停止制御手段160、入賞判定手段170、当選フラグ成立手段180、
ベット数カウント手段301、クレジット数カウント手段302、ベット数増加手段303、クレ
ジット数増加手段304、入賞クレジット手段305、クレジット数減算手段306、ベット数加
算手段307、精算払い出し開始手段308、カウントダウン手段309、クレジット数監視手段3
10、精算払い出し停止手段311、不正行為判定手段401、不正検出フラグ成立手段402、特
別当選フラグ消去手段403、不正検出フラグ消去手段404などとして機能する。
【００７９】
　なお、遊技制御装置100は、上記以外の手段を有していても構わない。
　次に、遊技制御装置100が備える各手段について説明する。
　（通常遊技制御手段110）
　通常遊技制御手段110は、通常遊技を行わせるためのものである。
　すなわち、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメダルの投入を条
件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を条件に、スター
トスイッチ53を操作すると、ステッピングモーターが駆動され、３個の回転リール23が回
転を開始する。
【００８０】
　また、入賞有効ライン38は、メダルの投入枚数に応じて有効化される。具体的には、メ
ダルの投入は、１回の遊技につき最大３枚まで可能であり、メダルの投入枚数が１枚のと
きは、第一入賞有効ライン38Aのみ有効化され、メダルの投入枚数が２枚のときは、第一
入賞有効ライン38A、第二入賞有効ライン38B、及び第三入賞有効ライン38Cの３本が有効
化され、メダルの投入枚数が３枚のときは、５本すべての入賞有効ライン38が有効化され
るようになっている。
　その後、ストップスイッチ54の１個を操作すると、対応する回転リール23の回転が停止
する。そして、ストップスイッチ54を３個全て操作し終わると、３個の回転リール23の回
転がすべて停止する。このとき、当選役の図柄が、図柄表示窓31の入賞有効ライン38上に
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揃うように、各回転リール23が停止すると入賞となり、遊技者に所定の利益が付与される
。
【００８１】
　当選役には、入賞有効ライン38上に「ベル」の図柄が３個揃うと入賞となり、所定枚数
（例えば１０枚）のメダルが払い出される「ベル当選役」と、入賞有効ライン38上に「ス
イカ」の図柄が３個揃うと入賞となり、所定枚数（例えば６枚）のメダルが払い出される
「スイカ当選役」と、左回転リール23Lの入賞有効ライン38上に「チェリー」の図柄が停
止されると入賞となり、所定枚数（例えば２枚）のメダルが払い出される「チェリー当選
役」と、「７（赤色）」の図柄が３個または「７（青色）」の図柄が３個入賞有効ライン
38上に揃うと、所定枚数（例えば１５枚）のメダルが払い出され、特定導入遊技が開始さ
れる「ＢＢ当選役」と、「ＢＡＲ」の図柄が入賞有効ライン38上に３個揃うと、所定枚数
（例えば１５枚）のメダルが払い出され、特定遊技が開始される「ＲＢ当選役」と、「Ｊ
ＡＣ」の図柄が入賞有効ライン38上に３個揃うと、メダルの払い出しは無いが、メダルを
新たに投入することなく再度遊技を行うことができる「再遊技（リプレイ）当選役」とが
ある。
【００８２】
　なお、メダルの払い出しは、払い出し装置5によりメダル受け皿43にメダルを払い出し
ても良いし、メダルを払い出す代わりにクレジットしても良い。
　（特別遊技制御手段120）
　特別遊技制御手段120は、当選抽選手段130の抽選結果に基づいて、遊技者に有利な特別
遊技を行わせるためのものである。
　上記特別遊技としては、大別すると、次のゲームがある。
　（１）特定導入遊技（ビッグボーナスゲーム、以下ＢＢゲームという）
　（２）特定遊技（レギュラーボーナスゲーム、以下ＲＢゲームという）
　（３）特定当選遊技（ジャックゲーム、以下ＪＡＣゲームという）
　なお、ＲＢゲームは、ＢＢゲーム中に行われる場合と、ＢＢゲーム中でないときに単独
で行われる場合とがある。また、ＪＡＣゲームは、ＲＢゲーム中に行われるものである。
また、特別遊技としては、上記した（１）ないし（３）の遊技に限定されるものではない
。
【００８３】
　特別遊技制御手段120は、大別すると、次の手段を備える。
　（１）特定導入遊技制御手段121
　（２）特定遊技制御手段122
　（特定導入遊技制御手段121）
　特定導入遊技制御手段121は、ＢＢゲームを制御するためのものである。
　具体的には、通常遊技において、例えば「７（赤色）」「７（青色）」の図柄が入賞有
効ライン38上に３個揃うと、所定枚数（例えば１５枚）のメダルが払い出され、その後Ｂ
Ｂゲームに移行される。
【００８４】
　ＢＢゲームに移行すると、通常遊技と同様に、１回の遊技につき最大３枚までメダルの
投入が可能になり、３つの回転リール23の回転を各々停止させた際に、入賞有効ライン38
上に当選役の図柄が揃うと入賞となり、遊技者に所定の利益が付与される小役ゲームが行
われる。
　また、この小役ゲームでは、「ＪＡＣ」の図柄が入賞有効ライン38上に揃うと、所定枚
数（例えば５枚）のメダルが払い出され、その後ＲＢゲームに移行される「ＢＢ中ＲＢ当
選役」に入賞となる。
　なお、ＢＢゲーム中はＲＢゲームへの移行が、最大３回行うことができるため、１回目
のＲＢゲームが終了した後は、小役ゲームが行われる。そして、ＢＢゲーム中に、ＲＢゲ
ームへの移行が３回行われるか、または小役ゲームが３０回行われると、ＢＢゲームは終
了するものである。



(23) JP 2008-67748 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

【００８５】
　（特定遊技制御手段122）
　特定遊技制御手段101は、ＲＢゲームを制御するためのものである。
　具体的には、例えば、通常遊技において、「ＢＡＲ」の図柄が入賞有効ライン38上に３
個揃うと、所定枚数（例えば１５枚）のメダルが払い出され、その後ＲＢゲームに移行さ
れる。
　ＲＢゲーム中は、「ＪＡＣゲーム」が行なわれる。ＪＡＣゲームでは、投入可能なメダ
ル枚数が１枚となる。また、「ＪＡＣ」の図柄が第一入賞有効ライン38A上に揃うと、所
定枚数（例えば１５枚）のメダルが払い出される「ＪＡＣ当選役」に入賞となる。そして
、ＲＢゲーム中は、ＪＡＣゲームを最大１２回行うことができ、そのうち、最大８回の入
賞が可能である。すなわち、ＲＢゲーム中に、１２回ＪＡＣゲームを行うか、または８回
入賞すると、ＲＢゲームは終了する。
【００８６】
　（当選抽選手段130）
　当選抽選手段130は、当選役を抽選で決定するためのものである。そして、当選抽選手
段130による抽選の結果、いずれかの当選役に当選すると、この当選役に対応した当選フ
ラグが成立する。さらに、この当選フラグの成立中に、回転リール23の図柄が、この当選
役に対応した態様で入賞有効ライン38上に停止表示されることを条件に、入賞となるよう
に設定されている。
　また、本実施の形態では、通常遊技中の当選役抽選手段130の抽選結果には、「ベル当
選役」を入賞可能にする「ベル当選」と、「スイカ当選役」を入賞可能にする「スイカ当
選」と、「チェリー当選役」を入賞可能にする「チェリー当選」と、「７（赤色）当選役
」を入賞可能にする「７（赤色）当選」と、「７（青色）当選役」を入賞可能にする「７
（青色）当選」と、「ＢＡＲ当選役」を入賞可能にする「ＢＡＲ当選」と、「リプレイ当
選役」を入賞可能にする「リプレイ当選」と、いずれの当選役にも入賞不可能にする「ハ
ズレ」とがある。
【００８７】
　また、ＢＢゲーム中の当選役抽選手段130の抽選結果には、「ベル当選役」を入賞可能
にする「ベル当選」と、「スイカ当選役」を入賞可能にする「スイカ当選」と、「チェリ
ー当選役」を入賞可能にする「チェリー当選」と、「ＢＢ中ＲＢ当選役」を入賞可能にす
る「ＢＢ中ＲＢ当選」と、いずれの当選役にも入賞不可能にする「ハズレ」とがある。
　また、ＲＢゲーム中の当選役抽選手段130の抽選結果には、「ＪＡＣ当選役」を入賞可
能にする「ＪＡＣ当選」と、いずれの当選役にも入賞不可能にする「ハズレ」とがある。
　当選抽選手段130は、大別すると、以下の手段を有している。
　（１）乱数発生手段131
　（２）乱数抽出手段132
　（３）当選判定テーブル133
　（４）当選判定テーブル選択手段134
　（５）当選判定手段135
　なお、当選抽選手段130としては、上記手段に限定されるものではない。
【００８８】
　（乱数発生手段131）
　乱数発生手段131は、当選抽選用の乱数を所定の領域内（例えば十進数で０～６５５３
５）で発生させるものである。
　（乱数抽出手段132）
　乱数抽出手段132は、乱数発生手段131が発生する乱数から、所定の条件（例えば、スタ
ートスイッチ53の操作）で１つの数値を抽出するためのものである。なお、この抽出した
数値を抽出乱数データとする。
　なおここで、「乱数発生手段131」としては、ソフト乱数としての平方採中法等で乱数
を発生させることができるものの他に、一定範囲の数字を高速で１ずつ加算するカウンタ
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を用いて構成することもできる。例えば、０～６５５３５の範囲の数字を、１秒間に７０
０万回程度順次繰り返すようにしたカウンタが考えられる。そして、「乱数抽出手段132
」としては、スタートスイッチ53を押したタイミングでカウンタの数字を読みとることと
なる。
【００８９】
　このように形成すると、「乱数発生手段131」では乱数を発生しているわけではないも
のの、「乱数抽出手段132」によって抽出される数字は、あたかも乱数のような分布とな
る。このように、結果として乱数のような分布を示す数値が得られる手段を、ここでは「
乱数発生手段131」あるいは「乱数抽出手段132」に含めて考えるものとする。
　（当選判定テーブル133）
　当選判定テーブル133は、乱数発生手段131が発生させる各乱数について、いずれかの当
選役に当選かまたはハズレかを割り振ったテーブルである。また、この当選判定テーブル
133は、特に図示しないが、通常遊技用の当選判定テーブル、ＢＢゲーム用の当選判定テ
ーブル、ＲＢゲーム用の当選判定テーブル等が設けられている。具体的には、例えば、通
常遊技用の当選判定テーブル133には、「ベル当選」、「スイカ当選」、「チェリー当選
」、「７（赤色）当選」、「７（青色）当選」、「ＢＡＲ当選」、「リプレイ当選」及び
「ハズレ」の領域が割り振られている。
【００９０】
　また、当選判定テーブル113には、スロットマシンSの遊技の設定値や、メダルの賭け枚
数などに応じて、いずれかの当選役に当選かまたはハズレかの割り振り方が異なるものが
複数設けられている。
　（当選判定テーブル選択手段134）
　当選判定テーブル選択手段134は、遊技の設定値、メダルの賭け枚数、遊技状態に応じ
て当選判定テーブル133を選択するためのものである。例えば、ＲＢゲーム中は、ＲＢゲ
ーム用の当選判定テーブル133が選択される。
　（当選判定手段135）
　当選判定手段135は、乱数抽出手段132が抽出した抽出乱数データと、当選判定テーブル
選択手段134が選択した当選判定テーブル133とを対比し、当選の判定を行うためのもので
ある。具体的には、各当選役の当選領域からなる当選判定領域データと、抽出乱数データ
とを照合し、当該抽出乱数データがいずれかの当選領域に属する場合には当該当選領域に
対応する当選を決定し、当該抽出乱数データがいずれの当選領域にも属さない場合には、
「ハズレ」の決定をするものである。
【００９１】
　（当選フラグ成立手段180）
　当選フラグ成立手段180は、当選抽選手段130の抽選でいずれかの当選役に当選したとき
には、この当選に応じた当選フラグを立てるためのものである。
　当選フラグは、当選の有無について当選役毎に関連づけされた変数であり、制御装置10
に当選抽選手段130の抽選結果を記憶させるためのものである。また、当選フラグには、
「通常当選フラグ」と「特別当選フラグ」とがある。
　「通常当選フラグ」は、当選フラグ成立手段180により当選フラグが立てられたが、こ
の当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示31に表示されていないと入賞判
定手段170により判定された場合において、次の遊技が開始される前に消去される当選フ
ラグを意味する。本実施の形態では、「ベル当選」に対応した「ベル当選フラグ」、「ス
イカ当選」に対応した「スイカ当選フラグ」、「チェリー当選」に対応した「チェリー当
選フラグ」、「リプレイ当選」に対応した「リプレイ当選フラグ」及び「ＪＡＣ当選」に
対応した「ＪＡＣ当選フラグ」が、通常当選フラグである。
【００９２】
　「特別当選フラグ」は、当選フラグ成立手段180により当選フラグが立てられたが、こ
の当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが図柄表示窓31に表示されていないと入賞
判定手段170により判定された場合において、次の遊技が開始されても消去されない当選
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フラグを意味する。本実施の形態では、「７（赤色）当選」に対応した「７（赤色）当選
フラグ」、「７（青色）当選」に対応した「７（青色）当選フラグ」、「ＢＡＲ当選」に
対応した「ＢＡＲ当選フラグ」及び「ＢＢ中ＲＢ当選」に対応した「ＢＢ中ＲＢ当選フラ
グ」が、特別当選フラグである。
　（回転制御手段140）
　回転制御手段140は、各回転リール23の回転を制御するためのものである。具体的には
、回転制御手段140は、スタートスイッチ53の操作信号に基づいて、各回転リール23の回
転を開始させ、回転速度が所定の速度に達するまで各回転リール23の回転を加速させた後
、回転速度を所定の速度に保って各回転リール23を回転させる。
【００９３】
　また、本実施の形態では、４相のステップ角１．４３度のステッピングモーターを、１
－２相励磁方式で制御している。したがって、各回転リール23を１回転させるためには、
５０４パルス必要となる。また、各回転リール23には、２１個の図柄が配置されているこ
とから、各回転リール23を１図柄分回転させるためには、２４パルス必要となる。
　（回転位置判断手段150）
　回転位置判断手段150は、各回転リール23の現在の回転位置を特定するためのものであ
る。具体的には、回転速度が所定の速度に達するまで各回転リール23の回転が加速され、
各回転リール23が所定の速度を保って回転されるようになった後に、インデックスセンサ
ーによりスタートインデックスを検出してからのパルス数をカウントし、このパルス数に
基づいて各回転リール23の現在の回転位置を特定する。また、パルス数は、スタートイン
デックスを検出する度にリセットされ、あらたにパルス数がカウントされる。
【００９４】
　また、図柄ごとに対応するパルス数の範囲、すなわち、スタートインデックスを検出し
た時を基準にして、何パルスで何の図柄が図柄表示窓31のいずれの入賞有効ライン38上に
表示されるかを、予め記憶している。
　（停止制御手段160）
　停止制御手段160は、ストップスイッチ54の操作を契機に、当選抽選手段130の抽選結果
に基づいて、回転リール23の回転停止を制御するためのものである。すなわち、ストップ
スイッチ54を押下した時点で所定位置に直ちに停止できる回転リール23の図柄を基準図柄
として、基準図柄から４コマ移動した時の図柄までの範囲で回転リール23を停止させるよ
うになっており、この５コマの範囲内において、どこで停止させるかを当選抽選手段130
の抽選結果に基づいて決定する。
【００９５】
　ここで、ストップスイッチ54が押下されてから回転リール23が停止するまでの間に所定
位置を通過する図柄の数を「滑りコマ数」とする。したがって、滑りコマ数が「０」は、
所定位置に基準図柄が停止することを意味する。
　そして、この停止制御手段160は、大別すると、次の手段を備える。
　（１）停止テーブル161
　（２）停止テーブル選択手段162
　（３）滑りコマ数決定手段163
　また、停止制御手段160としては、上記した（１）ないし（３）に限定されるものでは
ない。
【００９６】
　（停止テーブル161）
　停止テーブル161は、ストップスイッチ54を押下した時に直ちに停止可能な位置にある
基準図柄から、何コマ滑らせて回転リール23を停止させるかを、所定条件に応じて図柄毎
にテーブル上に規定したものである。具体的には、当選フラグが成立しているときには、
この当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが入賞有効ライン38上に揃いえるように
、且つその他の当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせが入賞有効ライン38上に揃わ
ないように、回転リール23の回転停止までの滑りコマ数が予め設定された停止テーブル16
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1が設けられている。また、いずれの当選フラグも成立していないときには、当選フラグ
に係る当選役の図柄の組み合わせのいずれも入賞有効ライン38上に揃わないように、回転
リール23の回転停止までの滑りコマ数が予め設定された停止テーブル161が設けられてい
る。
【００９７】
　本実施の形態では、「７（赤色）当選フラグ」に対応した「７（赤色）停止テーブル」
、「７（青色）当選フラグ」に対応した「７（青色）停止テーブル」、「ＢＡＲ当選フラ
グ」に対応した「ＢＡＲ停止テーブル」、「ベル当選フラグ」に対応した「ベル停止テー
ブル」、「スイカ当選フラグ」に対応した「スイカ停止テーブル」、「チェリー当選フラ
グ」に対応した「チェリー停止テーブル」、「リプレイ当選」に対応した「リプレイ停止
テーブル」、「ＪＡＣ当選」に対応した「ＪＡＣ停止テーブル」、「ＢＢ中ＲＢ当選」に
対応した「ＢＢ中ＪＡＣ停止テーブル」、及び「ハズレ」に対応した「ハズレ停止テーブ
ル」等の停止テーブル161が設けられている。
【００９８】
　また、「７（赤色）停止テーブル」は、７（赤色）の図柄が入賞有効ライン38上に揃い
えるように、且つその他の図柄が入賞有効ライン38上に揃わないように、回転リール23の
回転停止までの滑りコマ数が予め設定されている。「７（青色）停止テーブル」、「ＢＡ
Ｒ停止テーブル」、「ベル停止テーブル」、「スイカ停止テーブル」、「リプレイ停止テ
ーブル」、「ＪＡＣ停止テーブル」及び「ＢＢ中ＪＡＣ停止テーブル」についても同様で
ある。
　また、「チェリー停止テーブル」は、チェリーの図柄が左回転リール23Lの入賞有効ラ
イン38上に停止しえるように、且つその他の図柄が入賞有効ライン38上に揃わないように
、回転リール23の回転停止までの滑りコマ数が予め設定されている。
【００９９】
　また、「ハズレ停止テーブル」は、いずれの当選役も入賞しないように、回転リール23
の回転停止までの滑りコマ数が予め設定されている。
　（停止テーブル選択手段162）
　停止テーブル選択手段162は、当選抽選手段130の抽選結果に応じて、いずれかの停止テ
ーブル161を選択するためのものである。
　具体的には、例えば、当選抽選手段130の抽選で「７（赤色）当選」となり、「７（赤
色）当選フラグ」が立てられた場合に、停止テーブル選択手段162は、「７（赤色）停止
テーブル」を選択する。「７（青色）当選」、「ＢＡＲ当選」、「ベル当選」、「スイカ
当選」、「チェリー当選」、「リプレイ当選」、「ＪＡＣ当選」、「ＢＢ中ＲＢ当選」及
び「ハズレ」の場合も同様である。
【０１００】
　（滑りコマ数決定手段163）
　滑りコマ数決定手段163は、停止テーブル選択手段162により選択された停止テーブル16
1と、ストップスイッチ54が押下されたときの回転リール23の回転位置とに基づき、滑り
コマ数を決定し、基準図柄から決定した滑りコマ数の図柄を滑らせて回転リール23を停止
させる。
　換言すると、滑りコマ数決定手段163は、ストップスイッチ54が押下されて直ちに停止
可能な位置にある基準図柄から、所定位置を通過する図柄の数を決定し、回転リール23の
回転位置から必要なパルス数回転した位置で、回転リール23を停止させる。
【０１０１】
　（入賞判定手段170）
　入賞判定手段170は、各回転リール23が停止されたときに、当選役に係る図柄の組み合
わせが図柄表示窓31に表示されているか否かの判定を行うためのものである。
　本実施の形態では、各回転リール23が停止されたときに、それぞれの当選役に係る図柄
の組み合わせについて、入賞有効ライン38上に揃うように各回転リール23が停止されたか
否かの判定を行う。そして、当選役に係る図柄の組み合わせが入賞有効ライン38上に揃う
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ように各回転リール23が停止された場合に、この図柄の組み合わせに係る当選役の当選フ
ラグが立っているときには、この当選役に入賞となって遊技者に所定の利益を付与すると
ともに、この当選役に係る当選フラグを消去するように形成されている。
【０１０２】
　例えば、当選抽選手段130の抽選で「７（赤色）当選」となり、「７（赤色）当選フラ
グ」が立てられた場合において、７（赤色）の図柄が入賞有効ライン38上に揃うように各
回転リール23が停止されると、入賞判定手段170は「７（赤色）当選役に入賞」と判定す
る。また、「７（青色）当選」、「ＢＡＲ当選」、「ベル当選」、「スイカ当選」、「リ
プレイ当選」、「ＪＡＣ当選」及び「ＢＢ中ＲＢ当選」についても同様である。
　また、当選抽選手段130の抽選で「チェリー当選」となり、「チェリー当選フラグ」が
立てられた場合において、チェリーの図柄が左回転リール23Lの入賞有効ライン38上に停
止するように各回転リール23が停止されると、入賞判定手段170は「チェリー当選役に入
賞」と判定する。
【０１０３】
　また、当選抽選手段130の抽選で「ハズレ」となった場合において、いずれの図柄も入
賞有効ライン38上に３個揃わず、且つチェリーの図柄が左回転リール23Lの入賞有効ライ
ン38上に停止しないように、各回転リール23が停止されると、入賞判定手段170は「入賞
なし」と判定する。
　（ベット数カウント手段301）
　ベット数カウント手段301は、遊技を開始可能とするためにベットされたメダルの枚数
を所定数までカウントするためのものである。
　また、ベット数カウント手段301のベット数には、上限が設定されている。本実施の形
態では、ベット数カウント手段301のベット数の上限は「３」に設定されている。つまり
、１回の遊技につきベット可能なメダルの枚数は、最大で３枚となっている。
【０１０４】
　（クレジット数カウント手段302）
　クレジット数カウント手段302は、クレジットとして貯留されたメダルの枚数をカウン
トするためのものである。
　また、クレジット数カウント手段302のクレジット数には、上限が設定されている。本
実施の形態では、クレジット数カウント手段302のクレジット数の上限は「５０」に設定
されている。つまり、クレジット可能なメダルの枚数は、最大で５０枚となっている。
　（ベット数増加手段303）
　ベット数増加手段303は、投入センサーによりメダルが検出される度にベット数カウン
ト手段301のベット数を増やすためのものである。
【０１０５】
　メダル投入口42に投入されたメダルが、メダル通路67を通過して、投入センサー7に検
出されると、メダル検出信号が送信される。このとき、メダル検出信号は、図８に示すよ
うなパターンで送信される。そして、ベット数増加手段303は、図８に示すようなパター
ンのメダル検出信号を受信する度に、ベット数カウント手段301のベット数を「１」増や
す。
　ここで、メダル検出信号について説明する。
　メダルがメダル投入口42に投入されていないときには、第一メダルセンサー7A及び第二
メダルセンサー7Bは、ＯＦＦになっている。そして、メダルがメダル投入口42に投入され
、メダル通路67を転動して第一メダルセンサー7Aに到達すると、第一メダルセンサー7Aが
ＯＮになる（図８のm1）。そして、メダル通路67を転動するメダルが第二メダルセンサー
7Bに到達すると、第二メダルセンサー7BがＯＮになる（図８のm2）。そして、メダル通路
67を転動するメダルが第一メダルセンサー7Aを通過すると、第一メダルセンサー7AがＯＦ
Ｆになる（図８のm3）。そして、メダル通路67を転動するメダルが第二メダルセンサー7B
を通過すると、第二メダルセンサー7BがＯＦＦになる（図８のm4）。そして、ベット数増
加手段303は、ベット数カウント手段301のベット数を「１」増やす。このようにして、メ
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ダル投入口42に投入されたメダルがカウントされる。
【０１０６】
　また、ベット数カウント手段301のベット数が上限の「３」に到達している場合に、図
８に示すようなパターンのメダル検出信号が送信されると、後述するクレジット数増加手
段304によりクレジット数カウント手段302のクレジット数としてカウントされるようにな
っている。
　（クレジット数増加手段304）
　クレジット数増加手段304は、ベット数カウント手段301のベット数が上限に到達してい
る場合において投入センサーによりメダルが検出される度にクレジット数カウント手段30
2のクレジット数を増やすためのものである。
【０１０７】
　本実施の形態では、ベット数カウント手段301のベット数の上限は「３」に設定されて
いる。そして、クレジット数増加手段304は、ベット数カウント手段301のベット数が上限
の「３」に到達している場合において、図８に示すようなパターンのメダル検出信号を受
信する度に、クレジット数カウント手段302のクレジット数を「１」増やす。このように
して、メダル投入口42に投入されたメダルがカウントされる。
　（入賞クレジット手段305）
　入賞クレジット手段305は、当選役に入賞したときに、クレジット数カウント手段302の
クレジット数の増加をもって払い出し装置5のメダルの払い出しに代えるためのものであ
る。
【０１０８】
　具体的には、例えば、「ベル当選役」に入賞した場合において、払い出し装置5により
メダルが１０枚払い出される代わりに、クレジット数カウント手段302のクレジット数に
「１０」が加算されるようになっている。
　また、クレジット数カウント手段302のクレジット数が上限の「５０」に到達している
場合に、当選役に入賞したときは、払い出し装置5によりメダルが払い出される。
　なお、クレジット数カウント手段302のクレジット数が増加される場合に、クレジット
数カウント手段302のクレジット数が上限の「５０」を超過するときには、クレジット数
カウント手段302のクレジット数が「５０」まで増加されるとともに、上限を超える枚数
分のメダルが払い出し装置5より払い出される。
【０１０９】
　（クレジット数減算手段306）
　クレジット数減算手段306は、ベットスイッチ51の操作を契機にクレジット数カウント
手段302のクレジット数から所定数を減算するためのものである。
　本実施の形態では、クレジット数減算手段306は、１ベットスイッチ51Aが操作されて１
ベット信号が送信されると、クレジット数カウント手段302のクレジット数から「１」を
減算するようになっている。
　また、クレジット数減算手段306は、マックスベットスイッチ51Bが操作されてマックス
ベット信号が送信されると、クレジット数カウント手段302のクレジット数から「３」を
減算するようになっている。
【０１１０】
　なお、ベット数カウント手段301のベット数が上限の「３」に到達している場合には、
クレジット数減算手段306は減算を行わないようになっている。
　また、クレジット数カウント手段302は、ベット数カウント手段301のベット数が「１」
の場合にマックスベットスイッチ51Bが操作されたときには、クレジット数カウント手段3
02のクレジット数から「２」を減算する。また、クレジット数カウント手段302は、ベッ
ト数カウント手段301のベット数が「２」の場合にマックスベットスイッチ51Bが操作され
たときには、クレジット数カウント手段302のクレジット数から「１」を減算する。
　（ベット数加算手段307）
　ベット数加算手段307は、ベット数カウント手段301のベット数にクレジット数減算手段
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306が減算した数と同数を加算するためのものである。
【０１１１】
　具体的には、クレジット数加算手段は、クレジット数カウント手段302のクレジット数
から「１」が減算されると、ベット数カウント手段301のベット数に「１」を加算する。
また、クレジット数加算手段は、クレジット数カウント手段302のクレジット数から「２
」が減算されると、ベット数カウント手段301のベット数に「２」を加算する。また、ク
レジット数加算手段は、クレジット数カウント手段302のクレジット数から「３」が減算
されると、ベット数カウント手段301のベット数に「３」を加算する。
　（精算払い出し開始手段308）
　精算払い出し開始手段308は、精算スイッチ52が操作された場合において、不正検出フ
ラグが立っていないときには、払い出し装置5にメダルの払い出しを開始させる。また、
精算払い出し開始手段308は、不正検出フラグが立っているときには払い出し装置5にメダ
ルの払い出しを開始させない。
【０１１２】
　本実施の形態では、精算払い出し開始手段308は、精算スイッチ52が操作されて払い出
し開始信号が送信されると、払い出し装置5の送り出し機構の作動を開始させるようにな
っている。
　（カウントダウン手段309）
　カウントダウン手段309は、払い出しセンサーによりメダルが検出される度にクレジッ
ト数カウント手段302のクレジット数を減らすためのものである。
　本実施の形態では、カウントダウン手段309は、払い出しセンサー9によりメダルが検出
されてメダル検出信号が送信される度に、クレジット数カウント手段302のクレジット数
を「１」減らすようになっている。
【０１１３】
　（クレジット数監視手段310）
　クレジット数監視手段310は、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達
したことを検出するためのものである。具体的には、クレジット数監視手段310は、常時
クレジット数カウント手段302を監視し、クレジット数カウント手段302のクレジット数が
０に到達すると、クレジット数０信号を送信するように形成されている。
　（精算払い出し停止手段311）
　精算払い出し停止手段311は、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達
したことがクレジット数監視手段310により検出されたことを条件に、払い出し装置5にメ
ダルの払い出しを停止させるためのものである。
【０１１４】
　本実施の形態では、精算払い出し停止手段311は、クレジット数カウント手段302のクレ
ジット数が０に到達したことがクレジット数監視手段310により検出されると、払い出し
装置5の送り出し機構の作動を停止させるようになっている。
　（不正行為判定手段401）
　不正行為判定手段401は、図９に示す以外のパターンでメダル検出信号が出力されると
、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断するようになっている。
　具体的には、図１０に示すように、第一メダルセンサー7AがＯＦＦの状態のときに第二
メダルセンサー7BがＯＦＦからＯＮになると、不正行為判定手段401は、スロットマシンS
に対する不正行為が行われたと判断し、不正検出信号を送信する。
【０１１５】
　また、図１１に示すように、第一メダルセンサー7A及び第二メダルセンサー7BがＯＮの
状態のときに、第一メダルセンサー7Aより先に第二メダルセンサー7BがＯＦＦになると、
不正行為判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不正検
出信号を送信する。
　また、図１２に示すように、第一メダルセンサー7AがＯＦＦの状態で、かつ第二メダル
センサー7BがＯＮの状態のときに、第一メダルセンサー7AがＯＮになると、不正行為判定
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手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不正検出信号を送信
する。
【０１１６】
　また、図８に示すようなパターンのメダル検出信号が出力されたが、図１３に示すよう
に、リミットスイッチ84がＯＮになる前に第一メダルセンサー7AがＯＦＦからＯＮになる
と、不正行為判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不
正検出信号を送信する。
　また、制御装置10には、タイマーが設けられている。
　そして、タイマーは、図８に示すようなパターンのメダル検出信号が出力された場合に
おいて、第二メダルセンサー7BがＯＦＦになってからリミットスイッチ84がＯＮになるま
でに要する時間t1をカウントする（図９参照）。そして、タイマーのカウントする時間が
１００ｍｓを経過するまでの間にリミットスイッチ84がＯＮにならなかったときには、不
正行為判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不正検出
信号を送信する。
【０１１７】
　また、リミットスイッチ84がＯＦＦからＯＮとなったときに、再びＯＦＦになるまでに
要する時間t2をカウントする（図９参照）。そして、タイマーのカウントする時間が１０
０ｍｓを経過するまでの間にリミットスイッチ84がＯＦＦにならなかったときには、不正
行為判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不正検出信
号を送信する。
　（不正検出フラグ成立手段402）
　不正検出フラグ成立手段402は、不正検出手段400がスロットマシンSに対する不正行為
を検出したときに、不正検出フラグを立てるためのものである。具体的には、不正検出フ
ラグ成立手段402は、不正行為判定手段401からの不正検出信号を受信すると、制御装置10
のＲＡＭの所定領域に不正検出フラグを立てるようになっている。
【０１１８】
　また、不正検出フラグは、スロットマシンSに対する不正行為の検出の有無に関連づけ
された変数であり、制御装置10に不正検出手段400の検出結果を記憶させるためのもので
ある。
　（特別当選フラグ消去手段403）
　特別当選フラグ消去手段403は、不正検出フラグが立っていて、且つ特別当選フラグが
立っていることを条件に、この特別当選フラグを消去するためのものである。
　例えば、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと不正行為判定手段401により判
断されると、不正検出フラグ成立手段402によって不正検出フラグが立てられる。その後
、当選抽選手段130の抽選で「７（赤色）当選役」に当選して、当選フラグ成立手段180に
よって「７（赤色）当選フラグ」が立てられると、特別当選フラグ消去手段403は、この
「７（赤色）当選フラグ」を消去する。
【０１１９】
　また、例えば、当選フラグ成立手段180によって「７（赤色）当選フラグ」が立てられ
たが、「７（赤色）当選役」の図柄の組み合わせが図柄表示窓31に表示されていないと入
賞判定手段170により判定されると、この「７（赤色）当選フラグ」は、消去されずに立
った状態を維持される。その後、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと不正行
為判定手段401により判断されて、不正検出フラグ成立手段402によって不正検出フラグが
立てられると、特別当選フラグ消去手段403は、この「７（赤色）当選フラグ」を消去す
る。
　（不正検出フラグ消去手段404）
　不正検出フラグ消去手段404は、フラグ消去操作部が所定の態様で操作されたことを条
件に、不正検出フラグを消去するためのものである。
【０１２０】
　本実施の形態では、電源ユニット4の前面に設けらたリセットスイッチ58がフラグ消去
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操作部として機能する。リセットスイッチ58が押圧されると、不正検出フラグ消去手段40
4は、不正検出フラグを消去するようになっている。
　（演出制御装置200）
　演出制御装置200は、遊技制御装置100からの信号に基づいて演出出力装置8の出力を制
御するためのものである。
　ここで、演出出力装置8は、所定の演出を出力するためのものである。本実施の形態に
おいては、演出出力装置8として、ランプ33、スピーカ35及び画像表示装置34が設けられ
ている。
【０１２１】
　演出制御装置は、ＣＰＵがＲＯＭに記憶されたプログラムを実行することにより、演出
データ記憶手段210、演出出力制御手段220などとして機能する。なお、演出制御装置200
は、上記以外の手段を有していても構わない。
　次に、演出制御装置200が備える各手段について説明する。
　（演出データ記憶手段210）
　演出データ記憶手段210は、演出出力装置8に出力させる演出データを記憶するためのも
のである。「演出データ」とは、具体的には、例えば、画像表示装置34に表示される画像
データ、スピーカ35から発生されるサウンドのデータ、ランプ33の点滅パターンのデータ
等が挙げられる。
【０１２２】
　（演出出力制御手段220）
　演出出力制御手段220は、演出データ記憶手段210の記憶するデータに基づいて、演出出
力装置8の出力を制御するためのものである。換言すると、遊技制御装置100からの信号に
基づき、演出データ記憶手段210の記憶する演出データを選択し、この演出データに従っ
て演出出力装置8の出力を制御するようになっている。
　（スロットマシンSの動作）
　本実施の形態に係るスロットマシンSの動作の概略について、図１５に示したフローチ
ャートを用いて説明する。
【０１２３】
　ステップ１００において、再遊技（リプレイ）か否かの判断が行われる。換言すると、
前回の遊技において、リプレイ当選役に入賞したか否かの判断が行われる。そして、再遊
技でないと判断された場合には、ステップ１０１に進む。再遊技であると判断された場合
には、ステップ１０２に進む。
　ステップ１０１において、ベット数カウント手段301のベット数が０か否かの判断が行
われる。ベット数が０でないと判断された場合には、ステップ１０２に進む。ベット数カ
ウント手段301のベット数が０であると判断された場合には、ステップ１００に戻る。
　ステップ１０２において、スタートスイッチ53が操作されたか否かの判断が行われる。
スタートスイッチ53が操作されたと判断された場合には、ステップ１０３に進む。スター
トスイッチ53が操作されていないと判断された場合には、ステップ１００に戻る。
【０１２４】
　ステップ１０３において、メダルセレクター6のソレノイドを非励磁にする。そして、
ステップ１０４に進む。
　ステップ１０４において、当選抽選手段130により当選抽選処理が行われる。そしてス
テップ１０５に進む。
　ステップ１０５において、３個の回転リール23の回転が一斉に開始される。そして、ス
テップ１０６に進む。
　ステップ１０６において、不正検出フラグが立っているか否かの判断が行われる。不正
フラグが立っていると判断された場合には、ステップ１０７に進む。不正検出フラグが立
っていないと判断された場合には、ステップ１０８に進む。
【０１２５】
　ステップ１０７において、特別当選フラグ消去手段403により特別当選フラグが消去さ
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れる。そして、ステップ１０８に進む。
　ステップ１０８において、ストップスイッチ54が操作されたか否かの判断が行われる。
ストップスイッチ54が操作されたと判断された場合には、ステップ１０９に進む。ストッ
プスイッチ54が操作されていないと判断された場合には、ステップ１０６に戻る。
　ステップ１０９において、停止テーブル選択手段162により当選抽選手段130の抽選結果
に応じた停止テーブル161が選択される。具体的には、当選フラグが立っているときには
、この当選フラグに対応した停止テーブル161が選択される。また、いずれの当選フラグ
も立っていないときには、ハズレの停止テーブル161が選択される。そして、ステップ１
１０に進む。
【０１２６】
　ステップ１１０において、操作されたストップスイッチ54に対応した回転リール23の滑
りコマ数が、滑りコマ数決定手段163により決定される。そして、ステップ１１１に進む
。
　ステップ１１１において、滑りコマ数決定手段163により決定された滑りコマ数の図柄
を滑らせた位置で回転リール23が停止される。そして、ステップ１１２に進む。
　ステップ１１２において、すべての回転リール23の回転が停止したか否かの判断が行わ
れる。すべての回転リール23の回転が停止したと判断された場合には、ステップ１１３に
進む。すべての回転リール23の回転が停止していないと判断された場合は、ステップ１０
６に戻る。
【０１２７】
　ステップ１１３において、入賞判定手段180により入賞判定処理が行われる。具体的に
は、当選役に係る図柄の組み合わせが入賞有効ライン38に揃ったか否か、すなわち当選役
に入賞したか否か判断される。そして、当選役に入賞したと判断された場合には、ステッ
プ１１４に進む。当選役に当選していないと判断された場合には、ステップ１１５に進む
。
　ステップ１１４において、入賞した当選役に応じた枚数のメダルが払い出し装置5によ
り払い出される。または、クレジット数カウント手段302のクレジット数が入賞クレジッ
ト手段305により増加される。そして、ステップ１１５に進む。
【０１２８】
　ステップ１１５において、通常当選フラグが消去される。そして、ステップ１１６に進
む。
　ステップ１１６において、「７（赤色）当選役」、「７（青色）当選役」、または「Ｂ
ＡＲ当選役」のいずれかに入賞したか否かの判断が行われる。これらの当選役のいずれか
に入賞したと判断された場合には、ステップ１１７に進む。これらの当選役のいずれにも
入賞していないと判断された場合には、ステップ１１８に進む。
　ステップ１１７において、入賞した当選役に係る特別当選フラグが消去される。そして
、ステップ１１８に進む。
【０１２９】
　ステップ１１８において、リプレイ当選役に入賞したか否かの判断が行われる。リプレ
イ当選役に入賞していないと判断された場合には、ステップ１１９に進む。リプレイ当選
役に入賞したと判断された場合には、ステップ１１９及びステップ１２０を飛び越して遊
技が終了される。
　ステップ１１９において、ベット数カウント手段301のベット数が「０」にクリアされ
る。そして、ステップ１２０に進む。
　ステップ１２０において、メダルセレクター6のソレノイドが励磁される。そして、遊
技が終了される。
【０１３０】
　次に、上述したステップ１０４の当選抽選処理について、図１６に示したフローチャー
トを用いて説明する。
　ステップ２００において、乱数抽出手段132により抽出乱数データが取得される。具体
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的には、当選抽選手段130の乱数発生手段131により発生される乱数から、乱数抽出手段13
2により１つの数値が抽出される。そして、ステップ２０１に進む。
　ステップ２０１において、当選判定テーブル選択手段134により当選判定テーブル133が
選択される。そして、ステップ２０２に進む。
　ステップ２０２において、当選役に当選したか否かの判断が行われる。具体的には、当
選判定手段135により、抽出乱数データが当選判定テーブル133のどの領域に含まれるか照
合される。そして、当選役に当選したと判断した場合には、ステップ２０３に進む。当選
役に当選していない、つまり「ハズレ」と判断された場合には、ステップ２０３を飛ばし
て当選抽選処理を終了する。
【０１３１】
　ステップ２０３において、当選抽選手段130の抽選で当選した当選役に係る当選フラグ
が、当選フラグ成立手段180により立てられる。そして、当選抽選処理を終了する。
　以上のように、本実施の形態によれば、投入センサー7からのメダル検出信号を監視し
、所定のパターンでメダル検出信号が出力されなかった場合には、不正行為判定手段401
は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不正検出信号を送信する。
これにより、セルロイド等で形成された細長い薄板、または糸等で吊るしたメダルを、メ
ダル投入口42から挿入し、投入センサー7の前を往復させて誤動作させる方法で不正にク
レジット数を増加させるクレジット満タンゴトを検出することができる。
【０１３２】
　また、投入センサー7から所定のパターンのメダル検出信号が出力されたが、リミット
スイッチ84がＯＮになる前に第一メダルセンサー7AがＯＦＦからＯＮになると、不正行為
判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判断し、不正検出信号が
送信する。
　また、投入センサー7から所定のパターンのメダル検出信号が出力された場合において
、タイマーのカウントする時間が１００ｍｓを経過するまでの間にリミットスイッチ84が
ＯＮにならなかったときには、不正行為判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行
為が行われたと判断し、不正検出信号を送信する。
【０１３３】
　また、リミットスイッチ84がＯＦＦからＯＮとなった場合において、タイマーのカウン
トする時間が１００ｍｓを経過するまでの間にリミットスイッチ84がＯＦＦにならなかっ
たときには、不正行為判定手段401は、スロットマシンSに対する不正行為が行われたと判
断し、不正検出信号を送信する。
　これらにより、セルロイド等で形成された細長い薄板にＬＥＤ等の発光体を設けた不正
器具をメダル投入口42から挿入し、発光体を点滅させることにより投入センサー7を誤動
作させる方法で不正にクレジット数を増加させるクレジット満タンゴトを検出することが
できる。
【０１３４】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以前に立てられた特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403により消去されるばかり
か、特別当選フラグが立てられる度にこの特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403
により消去される。そのため、特別当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせを図柄表
示窓31に表示させることができず、特別当選フラグに係る当選役に入賞することができな
いようになる。これにより、不正検出手段400がスロットマシンSに対する不正行為を検出
した場合に、このことをゴト師に気付かれないようにしつつ遊技場の損害を抑制すること
ができる。
【０１３５】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以降、精算スイッチ52を操作しても、クレジットとして貯留されたメダルを払い出すこと
ができないようになる。これにより、クレジット満タンゴト等の不正行為が行われても、
遊技場の損害を抑制することができる。
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　また、フラグ消去操作部を所定の態様で操作すると、不正検出フラグ消去手段404によ
り不正検出フラグが消去されるようになっている。これにより、遊技場の管理者は、フラ
グ消去操作部を所定の態様で操作することにより、任意に不正検出フラグを消去すること
ができる。
【０１３６】
　なお、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出された後に、精
算スイッチ52が操作されると、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０になる
ように形成してもよい。
　具体的には、不正検出フラグが立っているときに精算スイッチ52が操作されたことを条
件に、クレジット数カウント手段302のクレジット数を０にするためのクレジット数クリ
ア手段を設けることができる。
　これにより、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると
、それ以降、精算スイッチ52が操作されても払い出し装置5はメダルの払い出しを行わず
、さらにクレジット数カウント手段302のクレジット数が０にされるようになり、特にク
レジット満タンゴトによる遊技場の損害を防止することができる。
【０１３７】
　（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態に係るスロットマシンSは、フラグ消去操作部が所定の態様で操作さ
れると、不正検出フラグが消去されるようにしたが、第２の実施の形態に係るスロットマ
シンSは、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達すると、不正検出フラ
グが消去されるようにしたものである。
　また、第２の実施の形態に係るスロットマシンSは、不正検出フラグ消去手段404を不正
検出フラグクリア手段に替えた以外は、第１の実施の形態に係るスロットマシンSと同様
の構成である。
【０１３８】
　また、図１７は、第２の実施の形態に係るスロットマシンSの動作の概略を示すフロー
チャートである。
　（不正検出フラグクリア手段）
　不正検出フラグクリア手段は、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到
達したことがクレジット数監視手段310により検出されたことを条件に、不正検出フラグ
を消去するためのものである。具体的には、不正検出フラグクリア手段は、クレジット数
監視手段310からのクレジット数０信号を受信すると、不正検出フラグ成立手段402により
立てられた不正検出フラグを消去するようになっている。
【０１３９】
　（スロットマシンSの動作）
　本実施の形態に係るスロットマシンSの動作の概略について、図１７に示したフローチ
ャートを用いて説明する。
　ステップ３００において、再遊技（リプレイ）か否かの判断が行われる。換言すると、
前回の遊技において、リプレイ当選役に入賞したか否かの判断が行われる。そして、再遊
技でないと判断された場合には、ステップ３０１に進む。再遊技であると判断された場合
には、ステップ３０２に進む。
　ステップ３０１において、ベット数カウント手段301のベット数が０か否かの判断が行
われる。ベット数が０でないと判断された場合には、ステップ３０２に進む。ベット数カ
ウント手段301のベット数が０であると判断された場合には、ステップ３００に戻る。
【０１４０】
　ステップ３０２において、スタートスイッチ53が操作されたか否かの判断が行われる。
スタートスイッチ53が操作されたと判断された場合には、ステップ３０３に進む。スター
トスイッチ53が操作されていないと判断された場合には、ステップ３００に戻る。
　ステップ３０３において、メダルセレクター6のソレノイドを非励磁にする。そして、
ステップ３０４に進む。
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　ステップ３０４において、当選抽選手段130により当選抽選処理が行われる。そしてス
テップ３０５に進む。
　ステップ３０５において、３個の回転リール23の回転が一斉に開始される。そして、ス
テップ３０６に進む。
【０１４１】
　ステップ３０６において、不正検出フラグが立っているか否かの判断が行われる。不正
フラグが立っていると判断された場合には、ステップ３０７に進む。不正検出フラグが立
っていないと判断された場合には、ステップ３０８に進む。
　ステップ３０７において、特別当選フラグ消去手段403により特別当選フラグが消去さ
れる。そして、ステップ３０８に進む。
　ステップ３０８において、ストップスイッチ54が操作されたか否かの判断が行われる。
ストップスイッチ54が操作されたと判断された場合には、ステップ３０９に進む。ストッ
プスイッチ54が操作されていないと判断された場合には、ステップ３０６に戻る。
【０１４２】
　ステップ３０９において、停止テーブル選択手段162により当選抽選手段130の抽選結果
に応じた停止テーブル161が選択される。具体的には、当選フラグが立っているときには
、この当選フラグに対応した停止テーブル161が選択される。また、いずれの当選フラグ
も立っていないときには、ハズレの停止テーブル161が選択される。そして、ステップ３
１０に進む。
　ステップ３１０において、操作されたストップスイッチ54に対応した回転リール23の滑
りコマ数が、滑りコマ数決定手段163により決定される。そして、ステップ３１１に進む
。
【０１４３】
　ステップ３１１において、滑りコマ数決定手段163により決定された滑りコマ数の図柄
を滑らせた位置で回転リール23が停止される。そして、ステップ３１２に進む。
　ステップ３１２において、すべての回転リール23の回転が停止したか否かの判断が行わ
れる。すべての回転リール23の回転が停止したと判断された場合には、ステップ３１３に
進む。すべての回転リール23の回転が停止していないと判断された場合は、ステップ３０
６に戻る。
　ステップ３１３において、入賞判定手段180により入賞判定処理が行われる。具体的に
は、当選役に係る図柄の組み合わせが入賞有効ライン38に揃ったか否か、すなわち当選役
に入賞したか否か判断される。そして、当選役に入賞したと判断された場合には、ステッ
プ３１４に進む。当選役に当選していないと判断された場合には、ステップ３１５に進む
。
【０１４４】
　ステップ３１４において、入賞した当選役に応じた枚数のメダルが払い出し装置5によ
り払い出される。または、クレジット数カウント手段302のクレジット数が入賞クレジッ
ト手段305により増加される。そして、ステップ３１５に進む。
　ステップ３１５において、通常当選フラグが消去される。そして、ステップ３１６に進
む。
　ステップ３１６において、「７（赤色）当選役」、「７（青色）当選役」、または「Ｂ
ＡＲ当選役」のいずれかに入賞したか否かの判断が行われる。これらの当選役のいずれか
に入賞したと判断された場合には、ステップ３１７に進む。これらの当選役のいずれにも
入賞していないと判断された場合には、ステップ３１８に進む。
【０１４５】
　ステップ３１７において、入賞した当選役に係る特別当選フラグが消去される。そして
、ステップ３１８に進む。
　ステップ３１８において、リプレイ当選役に入賞したか否かの判断が行われる。リプレ
イ当選役に入賞していないと判断された場合には、ステップ３１９に進む。リプレイ当選
役に入賞したと判断された場合には、ステップ３２１に進む。
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　ステップ３１９において、ベット数カウント手段301のベット数が「０」にクリアされ
る。そして、ステップ３２０に進む。
　ステップ３２０において、メダルセレクター6のソレノイドが励磁される。そして、ス
テップ３２１に進む。
【０１４６】
　ステップ３２１において、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達し
たか否かの判断が行われる。具体的には、クレジット数監視手段310が、クレジット数カ
ウント手段302のクレジット数が０に到達したことを検出したか否かの判断が行われる。
そして、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達したと判断された場合
には、ステップ３２２に進む。クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達
していないと判断された場合には、ステップ３２２を飛び越して遊技が終了される。
　ステップ３２２において、不正検出フラグクリア手段により不正検出フラグが消去され
る。そして、遊技が終了される。
【０１４７】
　なお、ステップ３０４の当選抽選処理については、第１の実施の形態の当選抽選処理と
同様であるので、説明を省略する。
　以上のように、本実施の形態によれば、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出
手段400により検出されると、それ以前に立てられた特別当選フラグが特別当選フラグ消
去手段403により消去されるばかりか、特別当選フラグが立てられる度にこの特別当選フ
ラグが特別当選フラグ消去手段403により消去される。そのため、特別当選フラグに係る
当選役の図柄の組み合わせを図柄表示窓31に表示させることができず、特別当選フラグに
係る当選役に入賞することができないようになる。これにより、不正検出手段400がスロ
ットマシンSに対する不正行為を検出した場合に、このことをゴト師に気付かれないよう
にしつつ遊技場の損害を抑制することができる。
【０１４８】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以降、精算スイッチ52を操作しても、クレジットとして貯留されたメダルを払い出すこと
ができないようになる。これにより、クレジット満タンゴト等の不正行為が行われても、
遊技場の損害を抑制することができる。
　また、スロットマシンに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以降、クレジット数カウント手段302のクレジット数が０に到達するまで、特別当選フラ
グ消去手段403が特別当選フラグを消去し続けられて、特別当選フラグに係る当選役に入
賞することができないようになっている。これにより、遊技を行うことでクレジットとし
て貯留されたメダルを使い切らせることができる。
【０１４９】
　（第３の実施の形態）
　第１の実施の形態は、「クレジット満タンゴト」による遊技場の損害を抑制することが
できるスロットマシンであるが、第３の実施の形態は、いわゆる「設定変更ゴト」による
遊技場の損害を抑制することができるスロットマシンである。
　ここで、「設定変更ゴト」とは、営業時間中に、スロットマシンの隙間から針金やピア
ノ線等の不正器具を挿入して施錠装置を不正に開錠したり、不正に複製された合鍵等を用
いて施錠装置を開錠したりして前扉を開き、設定値を変更して当選確率を高める不正行為
を意味する。
【０１５０】
　また、第３の実施の形態に係るスロットマシンSは、不正検出手段400以外の構成につい
ては、第１の実施の形態に係るスロットマシンSと同様である。
　また、図１８及び図１９は、第３の実施の形態を示すものである。図１８は、スロット
マシンSの電源投入時処理を示すフローチャートである。また、図１９は、スロットマシ
ンSの設定値変更処理を示すフローチャートである。
　（設定値変更装置）
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　次に、スロットマシンSの設定値変更装置について説明する。
　設定値変更装置は、スロットマシンSの設定値の変更を行うときに操作を要するもので
ある。本実施の形態においては、筐体1内に設けられた操作スイッチ（後述する（１）な
いし（３））と、筐体1外に設けられた操作スイッチ（後述する（４））とがある。
【０１５１】
　（１）設定変更スイッチ57
　（２）設定キースイッチ56
　（３）電源スイッチ55
　（４）スタートスイッチ53
　なお、設定値変更装置としては、上記（１）ないし（４）の手段に限られない。
　（設定変更スイッチ57）
　設定変更スイッチ57は、スロットマシンSの遊技の設定値を変更するためのスイッチで
ある。具体的には、押しボタン式のスイッチであり、スイッチを押圧する毎に設定値が変
更されるように形成されている。なお、設定値は、上扉30の数値表示部32に表示されるよ
うになっている。
【０１５２】
　（設定キースイッチ56）
　設定キースイッチ56は、設定変更スイッチ57による設定値変更を可能な状態（設定値変
更モード）とするためのキースイッチであり、鍵穴にキーを差し込んで回転させることで
ＯＮ／ＯＦＦの切り替えができるようになっている。そして、この設定キースイッチ56が
ＯＮとなっていなければ、設定変更スイッチ57による設定値の変更ができないようになっ
ている。
　具体的には、設定キースイッチ56をＯＮとすることにより、スロットマシンSが遊技モ
ードから設定値変更モードに切り替わり、その後の電源スイッチ55をＯＮとすることによ
り、数値表示部32に設定値が表示されたり、設定変更スイッチ57の操作で設定値が変更さ
れたりするように形成されている。
【０１５３】
　（電源スイッチ55）
　電源スイッチ55は、スロットマシンSの主電源を入れるためのものであるが、スロット
マシンSを設定値変更モードに切り替える機能も有している。具体的には、電源スイッチ5
5をＯＦＦとした後、設定キースイッチ56をＯＮにし、その後電源スイッチ55をＯＮとす
ることにより、設定値変更モードに切り替わるようになっている。
　（スタートスイッチ53）
　スタートスイッチ53は、遊技時において、回転リール23の回転を開始させるためのもの
であるが、設定値変更時においては、設定変更スイッチ57により選択した設定値をスロッ
トマシンSの遊技の設定値として確定させるためのスイッチとしても機能する。具体的に
は、スロットマシンSが設定値変更モードになっている場合には、スタートスイッチ53を
操作することにより、そのとき数値表示部32に表示されていた数値が、スロットマシンS
の遊技の設定値に確定するようになっている。
【０１５４】
　（スロットマシンSの設定値変更制御）
　次に、設定値の変更に関わるソフトウエアについて説明する。
　（設定値記憶手段）
　設定値記憶手段は、複数ある設定値なる番号のいずれかを記憶するためのものである。
設定値記憶手段は、制御装置10に設けられている。
　ここで、スロットマシンSの設定値は、設定値１から設定値６までにランク分けされて
いる。また、各々の設定値に対応して、当選役が当選する確率（当選確率）の異なる当選
判定テーブルが設けられている。そのため、この設定値の違いにより、当選役が当選する
確率（当選確率）が異なるようになっている。例えば、設定値１よりも設定値６の方が、
「当選」となる確率が大きくなるように形成されている。そして、当選確率が高ければ、
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入賞の可能性も増えるので、設定値を変更することにより、スロットマシンSの所定時間
当たりに払い出されるメダルの量を調節することができる。
【０１５５】
　（設定値変更手段）
　設定値変更手段は、設定値変更装置の操作信号に基づき、設定値を変更するためのもの
である。そして、設定値変更手段は、以下の手段を有している。
　（１）設定値変更開始手段
　（２）設定値選択手段
　（３）設定値確定手段
　（４）設定値変更終了手段
　なお、設定値変更手段としては、上記（１）ないし（４）の手段に限られない。
【０１５６】
　（設定値変更開始手段）
　設定値変更開始手段は、スロットマシンSを遊技可能な状態から設定値変更可能な状態
とするための手段、すなわち、設定キースイッチ56からの信号に基づき、遊技モードから
設定値変更モードに切り替えて、設定値変更を可能とさせるためのものである。
　具体的には、設定キースイッチ56がＯＦＦからＯＮにされ、設定キースイッチ56がＯＮ
である信号を受信した場合に、スロットマシンSの状態を遊技モードから設定値変更モー
ドに切り替える。また、数値表示部32に現時点の設定値を、例えば「－２－」のように表
示させる。そして、設定変更スイッチ57の操作により、数値表示部に表示された設定値を
変更することができる。
【０１５７】
　（設定値選択手段）
　設定値選択手段は、複数ある設定値のいずれかを選択するための手段、すなわち、設定
変更スイッチ57からの出力信号に基づき、１つの設定値を選択するためのものである。
　具体的には、設定変更スイッチ57が操作され、その操作信号を受信した場合に、設定値
１から設定値６までの中から１つの番号を選択し、記憶するものである。例えば、設定変
更スイッチ57の操作信号を受信するたびに記憶されている番号を順次インクリメントして
ゆく。すなわち、設定値変更前の設定値が例えば「２」であった場合、設定変更スイッチ
57の押圧毎に、「３」「４」「５」「６」と記憶する番号を変え、「６」の次には「１」
を記憶する。
【０１５８】
　また、設定値選択手段が記憶した番号は、例えば「－５－」のように、数値表示部32に
表示される。
　（設定値確定手段）
　設定値確定手段は、設定値選択手段により選択された番号を、スロットマシンSの設定
値に確定させるためのものである。
　具体的には、スタートスイッチ53が操作され、その操作信号を受信した場合に、設定値
記憶手段の記憶する番号を、設定値選択手段により選択された番号に書き換える。また、
数値表示部32の表示が、例えば「５」のように、設定値が確定されたことを示す表示に切
り替わる。
【０１５９】
　（設定値変更終了手段）
　設定値変更終了手段は、スロットマシンSを設定値変更可能な状態から遊技可能な状態
とするための手段、すなわち、設定キースイッチ56からの信号に基づき、設定値変更モー
ドから遊技モードに切り替えて、遊技を可能とさせるためのものである。
　具体的には、設定キースイッチ56がＯＮからＯＦＦにされ、設定キースイッチ56がＯＦ
Ｆである信号を受信した場合に、スロットマシンSの状態を設定値変更モードから遊技モ
ードに切り替える。また、設定値が表示されていた数値表示部32を消灯させる。
　（不正検出手段400）
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　次に、スロットマシンSに対する不正行為を検出するための不正検出手段400について説
明する。本実施の形態における不正検出手段400は、「設定変更ゴト」を検出するための
ものとして機能する。
【０１６０】
　また、本実施の形態では、不正検出手段400は、制御装置10に備えられている。また、
不正検出手段400は、以下の手段を有している。
　（１）電力供給検出手段
　（２）設定キースイッチ監視手段
　（３）時計手段
　（４）時刻記憶手段
　（５）供給開始時刻取得手段
　（６）供給開始時刻判断手段
　（電力供給検出手段）
　電力供給検出手段は、電源ユニット4から制御装置10への電力供給の開始を検出するた
めのものである。
【０１６１】
　具体的には、電源ユニット4から制御装置10に電力が供給されていない状態（例えば、
電源ユニット4の電源スイッチ55がＯＦＦの状態）のときに、電源ユニット4から制御装置
10に電力の供給が開始される（例えば、電源ユニット4の電源スイッチ55がＯＦＦからＯ
Ｎになる）と、電力供給検出手段は、設定キースイッチ監視手段に電力供給信号を送信す
るようになっている。
　（設定キースイッチ監視手段）
　設定キースイッチ監視手段は、電源ユニット4から制御装置10への電力供給が開始され
たときに、設定キースイッチ56がＯＮになっているか否かを判定するためのものである。
【０１６２】
　具体的には、電力供給検出手段からの電力供給信号の受信すると、設定キースイッチ監
視手段は、設定キースイッチ56からＯＮ信号が出力されているか否かを判定する。そして
、設定キースイッチ監視手段は、設定キースイッチ56よりＯＮ信号を受信しているときに
は、供給開始時刻取得手段に時刻取得信号を出力する。
　（時計手段）
　時計手段は、時刻を計測するためのものである。具体的には、時計手段としてのリアル
タイムクロックが制御装置10に設けられている。
　また、時計手段は、常時時刻の計測が可能に形成されている。これにより、電源ユニッ
ト4が制御装置10に電力を供給していないときも、時計手段は時刻を計測することができ
る。
【０１６３】
　（時刻記憶手段）
　時刻記憶手段は、開店時刻及び閉店時刻を記憶するためのものである。
　ここで、「開店時刻」は、例えば、遊技場がその日の営業を開始する時刻である。また
、「閉店時刻」は、例えば、遊技場がその日の営業を終了する時刻である。
　また、時刻記憶手段は、電源ユニット4から制御装置10への電力供給の有無にかかわら
ず記憶を保持するように形成されている。
　（供給開始時刻取得手段）
　供給開始時刻取得手段は、電源ユニット4から制御装置10への電力供給が開始された場
合において、設定キースイッチ56がＯＮになっていると設定キースイッチ監視手段により
判定されたときに、時計手段が計測している時刻を取得するためのものである。
【０１６４】
　具体的には、供給開始時刻取得手段は、設定キースイッチ監視手段からの時刻取得信号
を受信すると、時計手段が計測している時刻を取得するようになっている。
　ここで、供給開始時刻取得手段が時計手段から取得した時刻を、「供給開始時刻」とす
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る。
　（供給開始時刻判断手段）
　供給開始時刻判断手段は、供給開始時刻が営業時間中の時刻であるか否かを判断するた
めのものである。換言すると、供給開始時刻判断手段は、供給開始時刻が開店時刻から閉
店時刻までの範囲に入るか否かを判断するためのものである。
【０１６５】
　具体的には、供給開始時刻判断手段は、供給開始時刻を、時刻記憶手段の記憶する開店
時刻及び閉店時刻と比較する。そして、供給開始時刻が開店時刻以後であり、かつ閉店時
刻以前であるときには、供給開始時刻判断手段は、不正検出信号を送信するようになって
いる。
　（電源投入時処理）
　次に、本実施の形態における電源投入時処理を、図１８に示すフローチャートを用いて
説明する。
　電源投入時処理は、電源ユニット4の電源スイッチをＯＮにする等によって開始され、
以下の手順で行われる。
【０１６６】
　ステップ４００において、電力供給検出手段が、電源ユニット4から制御装置10への電
力供給の開始を検出すると、ステップ４０１に進む。
　ステップ４０１において、設定キースイッチ監視手段が、設定キースイッチ56がＯＮに
なっているか否かの判断を行う。設定キースイッチ56がＯＮになっていると判断された場
合には、ステップ４０２に進む。設定キースイッチ56がＯＮになっていないと判断された
場合には、ステップ４０３に進む。
　ステップ４０２において、設定値記憶手段160の設定値のデータを除く制御装置10のＲ
ＡＭに記憶されたデータがクリアされる。そして、ステップ４０４に進む。
【０１６７】
　ステップ４０３において、制御装置10のＲＡＭのバックアップデータを参照して、スロ
ットマシンSの電源がＯＦＦになる直前の状態に戻される。そして、電源投入時処理が終
了する。
　ステップ４０４において、供給開始時刻取得手段が、時計手段の計測している時刻（供
給開始時刻）を取得する。そしてステップ４０４に進む。
　ステップ４０５において、供給開始時刻判断手段が、供給開始時刻が開店時刻以前か否
かの判断を行う。供給開始時刻は開店時刻以前でないと判断された場合には、ステップ４
０６に進む。供給開始時刻は開店時刻以前であると判断したときには、ステップ４０９に
進む。
【０１６８】
　ステップ４０６において、供給開始時刻判断手段が、供給開始時刻が閉店時刻以後か否
かの判断を行う。供給開始時刻は閉店時刻以後でないと判断された場合には、ステップ４
０７に進む。供給開始時刻は閉店時刻以後であると判断された場合には、ステップ４０９
に進む。
　ステップ４０７において、供給開始時刻判断手段は、不正検出信号を出力する。そして
、ステップ４０８に進む。
　ステップ４０８において、不正検出フラグ成立手段402により不正検出フラグが立てら
れる。そして、ステップ４０９に進む。
【０１６９】
　ステップ４０９において、設定値変更処理が行われる。そして、電源投入時処理が終了
する。
　次に、上述したステップ４０９の設定値変更処理について、図１９に示したフローチャ
ートを用いて説明する。
　ステップ５００において、スロットマシンSの現在の設定値、つまり設定値記憶手段の
記憶している設定値が数値表示部32に表示される。例えば、設定値記憶手段の記憶してい
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る設定値が「５」である場合には、数値表示部32に「－５－」と表示される。また、スロ
ットマシンSの状態が遊技モードから設定値変更モードに切り替わる。そして、ステップ
５０１に進む
　ステップ５０１において、設定変更スイッチ57が操作されたか否かの判断が行われる。
つまり、設定変更スイッチ57の操作信号を受信したか否かの判断が行われる。設定変更ス
イッチ57が操作されたと判断された場合には、ステップ５０２に進む。設定変更スイッチ
57が操作されていないと判断された場合には、ステップ５０３に進む。
【０１７０】
　ステップ５０２において、設定値選択手段が、次の番号を選択して記憶する。例えば、
設定値選択手段が記憶する番号が「５」である場合に、設定変更スイッチ57が１回操作さ
れると、設定値選択手段の記憶が「６」に書き換えられる。そして、ステップ５０３に進
む。
　ステップ５０３において、数値表示部32の設定値の表示が変更される。例えば、数値表
示部32が「－５－」と表示されていた場合に、設定変更スイッチ57が１回操作されると、
数値表示部32の表示が「－６－」に変更される。そして、ステップ５０４に進む。
　ステップ５０４において、スタートスイッチ53が操作されたか否かの判断が行われる。
換言すると、スタートスイッチ53の操作信号を受信したか否かの判断が行われる。スター
トスイッチ53が操作されたと判断された場合には、ステップ５０５に進む。スタートスイ
ッチ53が操作されていないと判断された場合には、ステップ５０１に戻る。
【０１７１】
　ステップ５０５において、数値表示部32に表示された設定値、つまり設定値選択手段に
より選択された設定値が、設定値記憶手段に記憶される。そして、ステップ５０６に進む
。
　ステップ５０６において、数値表示部32の表示を、設定値が確定されたことを示す表示
に切り替える。例えば、数値表示部32が「－６－」と表示されていた場合には、数値表示
部32の表示が「６」のように切り替わる。そして、ステップ５０７に進む。
　ステップ５０７において、設定キースイッチ82がＯＦＦに操作されたか否かの判断が行
われる。設定キースイッチ82がＯＦＦに操作されたと判断された場合には、ステップ５０
８に進む。設定キースイッチ82がＯＦＦに操作されていないと判断された場合には、ステ
ップ５０７に戻る。
【０１７２】
　ステップ５０８において、数値表示部32の設定値の表示が消灯される。そして、スロッ
トマシンSの状態が設定値変更モードから遊技モードに切り替わり、設定値変更処理が終
了する。
　以上のように、本実施の形態によれば、遊技モードから設定値変更モードに切り替えら
れた時刻を監視し、営業時間中に設定変更モードに切り替えられた場合には、供給開始時
刻判断手段183は、不正行為が行われたと判断し、不正検出信号を出力するようになって
いる。これにより、設定変更ゴトを検出することができる。
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以前に立てられた特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403により消去されるばかり
か、特別当選フラグが立てられる度にこの特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403
により消去される。そのため、特別当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせを図柄表
示窓31に表示させることができず、特別当選フラグに係る当選役に入賞することができな
いようになる。これにより、不正検出手段400がスロットマシンSに対する不正行為を検出
した場合に、このことをゴト師に気付かれないようにしつつ遊技場の損害を抑制すること
ができる。
【０１７３】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以降、精算スイッチ52を操作しても、クレジットとして貯留されたメダルを払い出すこと
ができないようになる。これにより、クレジット満タンゴト等の不正行為が行われても、
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遊技場の損害を抑制することができる。
　（第４の実施の形態）
　第１の実施の形態は、「クレジット満タンゴト」による遊技場の損害を抑制することが
できるスロットマシンであるが、第４の実施の形態は、いわゆる「体感器ゴト」による遊
技場の損害を抑制することができるスロットマシンである。
【０１７４】
　ここで、「体感器ゴト」とは、所定の間隔でリズムを刻む特殊な装置（いわゆる体感器
）を乱数発生手段131のカウントする周期に同調させ、この体感器のリズムに合わせてス
タートスイッチ53を操作することにより当選役に当選し続ける不正行為を意味する。
　また、第４の実施の形態に係るスロットマシンSは、不正検出手段400以外の構成につい
ては、第１の実施の形態に係るスロットマシンSと同様である。
　また、図２０ないし図２３は、第４の実施の形態を示すものである。図２０ないし図２
２は、スロットマシンSの不正検知処理を示すフローチャートである。図２３は、スロッ
トマシンSのデータ書き換え処理を示すフローチャートである。
【０１７５】
　（不正検出手段400）
　次に、スロットマシンSに対する不正行為を検出するための不正検出手段400について説
明する。本実施の形態における不正検出手段400は、「体感器ゴト」を検出するためのも
のとして機能する。
　本実施の形態では、不正検出手段400は、制御装置10に備えられている。また、不正検
出手段400は、以下の手段を有している。
　（１）Ｎ回目抽出数値記憶手段
　（２）Ｎ－１回目抽出数値記憶手段
　（３）Ｎ－２回目抽出数値記憶手段
　（４）第一比較手段
　（５）第二比較手段
　（６）エラーカウント手段
　（Ｎ回目抽出数値記憶手段）
　Ｎ回目抽出数値記憶手段は、乱数抽出手段132が乱数発生手段131からＮ回目に抽出した
抽出乱数データを記憶するためのものである。具体的には、Ｎ回目抽出数値記憶手段は、
乱数抽出手段132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出したときに、こ
の抽出した数値（抽出乱数データ）を記憶するようになっている。
【０１７６】
　（Ｎ－１回目抽出数値記憶手段）
　Ｎ－１回目抽出数値記憶手段は、乱数抽出手段132が乱数発生手段131からＮ－１回目に
抽出した抽出乱数データを記憶するためのものである。具体的には、Ｎ－１回目抽出数値
記憶手段は、乱数抽出手段132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出し
たときに、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データを記憶するようになってい
る。
　（Ｎ－２回目抽出数値記憶手段）
　Ｎ－２回目抽出数値記憶手段は、乱数抽出手段132が乱数発生手段131からＮ－２回目に
抽出した抽出乱数データを記憶するためのものである。具体的には、Ｎ－２回目抽出数値
記憶手段は、乱数抽出手段132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出し
たときに、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データを記憶するようになっ
ている。
【０１７７】
　（第一比較手段）
　第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データと、Ｎ－１回目抽
出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとを比較するためのものである。具体的には、
第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データが、Ｎ－１回目抽出
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数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満であるか否かを判断する。
そして、誤差が１００未満であるときには、第一比較手段は、エラー信号を出力する。
　（第二比較手段）
　第二比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データと、Ｎ－２回目抽
出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとを比較するためのものである。具体的には、
第二比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データが、Ｎ－２回目抽出
数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満であるか否かを判断する。
そして、誤差が１００未満であるときには、第二比較手段は、エラー信号を出力する。
【０１７８】
　（エラーカウント手段）
　エラーカウント手段は、第一比較手段及び第二比較手段のエラー信号を受信した回数を
カウントするためのものである。そして、エラーカウント手段は、カウント数が４回に到
達すると、不正検出信号を出力するように形成されている。そして、不正検出フラグ成立
手段402は、エラーカウント手段からの不正検出信号を受信すると、不正検出フラグを立
てるようになっている。
　（不正検出処理）
　次に、本実施の形態における不正検出処理を、図２０ないし図２２に示すフローチャー
トを用いて説明する。
【０１７９】
　メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメダルの投入を条件に、また
は、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を条件に、スタートスイッチ
53が操作されると、乱数抽出手段132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を
抽出する（ステップ６００）。そして、ステップ６０１に進む。
　ステップ６０１において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
き換え処理が行われる。そしてステップ６０２に進む。
　ここで、データ書き換え処理を、図２３に示すフローチャートを用いて説明する。
【０１８０】
　ステップ７００において、Ｎ－２回目抽出数値記憶手段は、記憶している抽出乱数デー
タを、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段の記憶している抽出乱数データに書き換える。そして
、ステップ７０１に進む。
　ステップ７０１において、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段は、記憶している抽出乱数デー
タを、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶している抽出乱数データに書き換える。そして、ス
テップ７０２に進む。
　ステップ７０２において、Ｎ回目抽出数値記憶手段は、記憶している抽出乱数データを
、乱数抽出手段132が抽出した抽出乱数データに書き換える。そして、データ書き換え処
理は終了する。
【０１８１】
　図２０に戻って、不正検出処理について説明する。
　ステップ６０２において、第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－１回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であると判断された場合には、ステ
ップ６０３に進む。誤差が１００以上であると判断された場合には、ステップ６００に戻
る。
　ステップ６０３において、第一比較手段はエラー信号を出力する。そして、ステップ６
０４に進む。
【０１８２】
　ステップ６０４において、エラーカウント手段は、カウント値に「１」を加算する。し
たがって、カウント値は「０」から「１」になる。そして、ステップ６０５に進む。
　ステップ６０５において、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメ
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ダルの投入を条件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を
条件に、スタートスイッチ53が操作されると、乱数抽出手段132が乱数発生手段131の発生
する乱数から１つの数値を抽出する。そして、ステップ６０６に進む。
　ステップ６０６において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
き換え処理が行われる。そしてステップ６０７に進む。
【０１８３】
　ステップ６０７において、第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－１回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であると判断された場合には、ステ
ップ６０８に進む。誤差が１００以上であると判断された場合には、エラーカウント手段
のカウント値が「０」にクリアされ、ステップ６００に戻る。
　ステップ６０８において、第一比較手段はエラー信号を出力する。そして、ステップ６
０９に進む。
　ステップ６０９において、エラーカウント手段は、カウント値に「１」を加算する。し
たがって、カウント値は「１」から「２」になる。そして、ステップ６１０に進む。
【０１８４】
　ステップ６１０において、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメ
ダルの投入を条件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を
条件に、スタートスイッチ53が操作されると、当選抽選処理が開始されて、乱数抽出手段
132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出する。そして、ステップ６１
１に進む。
　ステップ６１１において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
き換え処理が行われる。そしてステップ６１２に進む。
【０１８５】
　ステップ６１２において、第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－１回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であると判断された場合には、ステ
ップ６１３に進む。誤差が１００以上であると判断された場合には、ステップ６２５に進
む。
　ステップ６１３において、第一比較手段はエラー信号を出力する。そして、ステップ６
１４に進む。
　ステップ６１４において、エラーカウント手段は、カウント値に「１」を加算する。し
たがって、カウント値は「２」から「３」になる。そして、ステップ６１５に進む。
【０１８６】
　ステップ６１５において、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメ
ダルの投入を条件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を
条件に、スタートスイッチ53が操作されると、当選抽選処理が開始されて、乱数抽出手段
132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出する。そして、ステップ６１
６に進む。
　ステップ６１６において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
き換え処理が行われる。そしてステップ６１７に進む。
【０１８７】
　ステップ６１７において、第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－１回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であると判断された場合には、ステ
ップ６１８に進む。誤差が１００以上であると判断された場合には、ステップ６２１に進
む。
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　ステップ６１８において、第一比較手段はエラー信号を出力する。そして、ステップ６
１９に進む。
　ステップ６１９において、エラーカウント手段は、カウント値に「１」を加算する。し
たがって、カウント値は「３」から「４」になる。そして、ステップ６２０に進む。
【０１８８】
　ステップ６２０において、エラーカウント手段は、不正検出信号を出力する。そして、
不正検出処理は終了する。
　ステップ６２１において、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメ
ダルの投入を条件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を
条件に、スタートスイッチ53が操作されると、当選抽選処理が開始されて、乱数抽出手段
132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出する。そして、ステップ６２
２に進む。
　ステップ６２２において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
き換え処理が行われる。そしてステップ６２３に進む。
【０１８９】
　ステップ６２３において、第二比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－２回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００以内
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であると判断された場合には、ステ
ップ６２４に進む。誤差が１００以上であると判断された場合には、エラーカウント手段
のカウント値が「０」にクリアされ、ステップ６００に戻る。
　ステップ６２４において、第二比較手段はエラー信号を出力する。そして、ステップ６
１９に進む。
　ステップ６２５において、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメ
ダルの投入を条件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を
条件に、スタートスイッチ53が操作されると、当選抽選処理が開始されて、乱数抽出手段
132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出する。そして、ステップ６２
６に進む。
【０１９０】
　ステップ６２６において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
き換え処理が行われる。そしてステップ６２７に進む。
　ステップ６２７において、第二比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－２回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であると判断された場合には、ステ
ップ６２８に進む。また、誤差が１００以上であると判断された場合には、エラーカウン
ト手段のカウント値が「０」にクリアされ、ステップ６００に戻る。
【０１９１】
　ステップ６２８において、第二比較手段はエラー信号を出力する。そして、ステップ６
２９に進む。
　ステップ６２９において、エラーカウント手段は、カウント値に「１」を加算する。し
たがって、カウント値は「２」から「３」になる。そして、ステップ６３０に進む。
　ステップ６３０において、メダルの投入若しくはベットスイッチ51によるクレジットメ
ダルの投入を条件に、または、「再遊技（リプレイ）」時には前遊技から所定時間経過を
条件に、スタートスイッチ53が操作されると、当選抽選処理が開始されて、乱数抽出手段
132が乱数発生手段131の発生する乱数から１つの数値を抽出する。そして、ステップ６３
１に進む。
【０１９２】
　ステップ６３１において、Ｎ回目抽出数値記憶手段、Ｎ－１回目抽出数値記憶手段、及
びＮ－２回目抽出数値記憶手段が記憶している抽出乱数データが書き換えられるデータ書
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き換え処理が行われる。そしてステップ６３２に進む。
　ステップ６３２において、第一比較手段は、Ｎ回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱
数データとＮ－１回目抽出数値記憶手段の記憶する抽出乱数データとの誤差が１００未満
であるか否かを判断する。そして、誤差が１００未満であるときは、ステップ６１８に進
む。また、誤差が１００以上であるときは、エラーカウント手段のカウント値が「０」に
クリアされ、ステップ６００に戻る。
【０１９３】
　以上のように、本実施の形態によれば、乱数抽出手段132により抽出された抽出乱数デ
ータを記憶するとともに、この抽出乱数データがランダムに抽出されているか否かを判断
する。具体的には、Ｎ回目に抽出された抽出乱数データとＮ－１回目に抽出された抽出乱
数データとの誤差が所定範囲内である場合に、第一比較手段は、体感器ゴトが行われてい
る可能性があると判断し、エラー信号を出力するようになっている。
　また、ゴト師が、スタートスイッチ53の操作するタイミングを、ときどき故意にずらす
ことで、抽出乱数データがランダムに抽出されているかのように装うことがある。このよ
うな場合に、次の遊技において、Ｎ回目に抽出された抽出乱数データとＮ－２回目に抽出
された抽出乱数データとの誤差が所定範囲内であるときに、第二比較手段は、体感器ゴト
が行われている可能性があると判断し、エラー信号を出力するようになっている。
【０１９４】
　そして、乱数抽出手段132の抽出乱数データの抽出に所定の傾向があると判断された場
合、具体的には、エラーカウント手段のカウント値が４回に到達した場合に、エラーカウ
ント手段は、体感器ゴトが行われていると判断し、不正検出信号を出力するようになって
いる。
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以前に立てられた特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403により消去されるばかり
か、特別当選フラグが立てられる度にこの特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403
により消去される。そのため、特別当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせを図柄表
示窓31に表示させることができず、特別当選フラグに係る当選役に入賞することができな
いようになる。これにより、不正検出手段400がスロットマシンSに対する不正行為を検出
した場合に、このことをゴト師に気付かれないようにしつつ遊技場の損害を抑制すること
ができる。
【０１９５】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以降、精算スイッチ52を操作しても、クレジットとして貯留されたメダルを払い出すこと
ができないようになる。これにより、クレジット満タンゴト等の不正行為が行われても、
遊技場の損害を抑制することができる。
　（第５の実施の形態）
　第１の実施の形態は、「クレジット満タンゴト」による遊技場の損害を抑制することが
できるスロットマシンであるが、第５の実施の形態は、いわゆる「電波ゴト」による遊技
場の損害を抑制することができるスロットマシンである。
【０１９６】
　ここで、「電波ゴト」とは、電磁波発生装置を用いて所定の周波数の電磁波を所定の出
力でスロットマシンに照射することにより、スロットマシンを誤動作させて、回転リール
の回転を開始させるとともに当選役の抽選を行わせる不正行為を意味する。
　また、第５の実施の形態に係るスロットマシンSは、不正検出手段400以外の構成につい
ては、第１の実施の形態に係るスロットマシンSと同様である。
　（不正検出手段400）
　不正検出手段400は、スロットマシンSに対する不正行為を検出するためのものである。
本実施の形態では、不正検出手段400として電磁波検知器が用いられている。電磁波検知
器は、所定範囲の周波数で所定の出力以上の電磁波（以下「ゴト電磁波」という）を検出
するためのものである。
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【０１９７】
　電磁波検知器は、特に図示しないが、筐体1の天板17の下面に設けられている。また、
電磁波検知器は、基板ユニット24Aの手前側に位置するように設けられている。
　また、電磁波検知器は、ゴト電磁波を検出すると、不正検出信号を出力するように形成
されている。そして、不正検出フラグ成立手段402は、電磁波検知器からの不正検出信号
を受信すると、不正検出フラグを立てるようになっている。
　なお、電磁波検知器としては、周知のものを用いることができる。
　以上のように、本実施の形態によれば、電磁波検知器が、所定範囲の周波数で所定の出
力以上の電磁波を検出すると、不正検出信号が出力されるようになっている。これにより
、電波ゴトを検出することができる。
【０１９８】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以前に立てられた特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403により消去されるばかり
か、特別当選フラグが立てられる度にこの特別当選フラグが特別当選フラグ消去手段403
により消去される。そのため、特別当選フラグに係る当選役の図柄の組み合わせを図柄表
示窓31に表示させることができず、特別当選フラグに係る当選役に入賞することができな
いようになる。これにより、不正検出手段400がスロットマシンSに対する不正行為を検出
した場合に、このことをゴト師に気付かれないようにしつつ遊技場の損害を抑制すること
ができる。
【０１９９】
　また、スロットマシンSに対する不正行為が不正検出手段400により検出されると、それ
以降、精算スイッチ52を操作しても、クレジットとして貯留されたメダルを払い出すこと
ができないようになる。これにより、クレジット満タンゴト等の不正行為が行われても、
遊技場の損害を抑制することができる。
　（他の実施の形態）
　第１の実施の形態及び第２の実施の形態では、不正検出手段400は、第一メダルセンサ
ー7A、第二メダルセンサー7B及びリミットスイッチ84のメダル検出信号を監視し、所定の
パターン以外でメダル検出信号が出力されると、スロットマシンSに対する不正行為（ク
レジット満タンゴト）が行われたと判断するようになっている。
【０２００】
　ここで、クレジット満タンゴトを検出する不正検出手段400として、例えば、精算払い
出し開始手段308が払い出し装置5にメダルの払い出しを開始させたときから、次に精算払
い出し開始手段308が払い出し装置5にメダルの払い出しを開始させるときまでの時間を計
時するための精算間時間計時手段と、精算間時間計時手段によりカウントされた時間が所
定時間未満であるか否かを判断するための精算間時間判定手段とを備え、精算間時間計時
手段により計時された時間が所定時間未満であると精算間時間判定手段により判断される
と、不正検出信号が出力されるようにすることもできる。
　また、クレジット満タンゴトを検出する不正検出手段400として、例えば、精算払い出
し開始手段308が払い出し装置5にメダルの払い出しを開始させたときから、次に精算払い
出し開始手段308が払い出し装置5にメダルの払い出しを開始させるときまでの遊技回数を
カウントするための精算間遊技回数カウント手段と、精算間遊技回数カウント手段により
カウントされた遊技回数が所定回数未満であるか否かを判断するための精算間遊技回数判
定手段とを備え、精算間遊技回数カウント手段によりカウントされた遊技回数が所定回数
未満であると精算間遊技回数判定手段により判断されると、不正検出信号が出力されるよ
うにすることもできる。
【０２０１】
　なお、本発明の実施の形態として、第１の実施の形態ないし第５の実施の形態を挙げた
が、これらの実施の形態を、適宜組み合わせる又は組み替えることもできる。
【図面の簡単な説明】
【０２０２】
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【図１】第１の実施の形態に係るスロットマシンの斜視図である。
【図２】第１の実施の形態に係るスロットマシンの前扉を取り外した状態を示す斜視図で
ある。
【図３】第１の実施の形態に係る図柄表示窓及び入賞有効ラインを示す正面図である。
【図４】第１の実施の形態に係る各回転リールのリールテープの一部を示す展開図である
。
【図５】第１の実施の形態に係る電源ユニットの斜視図である。
【図６】第１の実施の形態に係るメダルセレクターの背面図である。
【図７】第１の実施の形態に係るメダルセレクターの断面図である。
【図８】第１の実施の形態に係るスロットマシンのメダル検出信号を示すタイムチャート
である。
【図９】第１の実施の形態に係るスロットマシンのメダル検出信号を示すタイムチャート
である。
【図１０】第１の実施の形態に係るスロットマシンにおいて不正行為が行われたときのメ
ダル検出信号を示すタイムチャートである。
【図１１】第１の実施の形態に係るスロットマシンにおいて不正行為が行われたときのメ
ダル検出信号を示すタイムチャートである。
【図１２】第１の実施の形態に係るスロットマシンにおいて不正行為が行われたときのメ
ダル検出信号を示すタイムチャートである。
【図１３】第１の実施の形態に係るスロットマシンにおいて不正行為が行われたときのメ
ダル検出信号を示すタイムチャートである。
【図１４】第１の実施の形態に係る制御装置の入力、制御及び出力の概略を示すブロック
図である。
【図１５】第１の実施の形態に係るスロットマシンの動作の概略を示すフローチャートで
ある。
【図１６】第１の実施の形態に係るスロットマシンの当選抽選処理を示すフローチャート
である。
【図１７】第２の実施の形態に係るスロットマシンの動作の概略を示すフローチャートで
ある。
【図１８】第３の実施の形態に係るスロットマシンの電源投入時処理を示すフローチャー
トである。
【図１９】第３の実施の形態に係るスロットマシンの設定値変更処理を示すフローチャー
トである。
【図２０】第４の実施の形態に係るスロットマシンの不正検知処理を示すフローチャート
である。
【図２１】第４の実施の形態に係るスロットマシンの不正検知処理を示すフローチャート
である。
【図２２】第４の実施の形態に係るスロットマシンの不正検知処理を示すフローチャート
である。
【図２３】第４の実施の形態に係るスロットマシンのデータ書き換え処理を示すフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【０２０３】
　S 　スロットマシン　　　　　　　　　　　1 　筐体
　2 　交換ユニット　　　　　　　　　　　　3 　前扉
　4 　電源ユニット　　　　　　　　　　　　5 　払い出し装置
　6 　メダルセレクター　　　　　　　　　　7 　投入センサー
　8 　演出出力装置　　　　　　　　　　　　9 　払い出しセンサー
　10　制御装置　　　　　　　　　　　　　　11　開口部
　12　中板　　　　　　　　　　　　　　　　13　開口上部
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　14　開口下部　　　　　　　　　　　　　　15　底板
　16　側板　　　　　　　　　　　　　　　　17　天板
　18　筐体側蝶番　　　　　　　　　　　　　19　下扉用突出片
　21　枠体　　　　　　　　　　　　　　　　22　リールユニット
　23　回転リール　　　　　　　　　　　　　24　基板ユニット
　25　枠体側蝶番　　　　　　　　　　　　　26　係合クリップ
　27　フック部　　　　　　　　　　　　　　28　リールテープ
　29　上扉用突出片
　30　上扉　　　　　　　　　　　　　　　　31　図柄表示窓
　32　数値表示部　　　　　　　　　　　　　33　ランプ
　34　画像表示装置　　　　　　　　　　　　35　スピーカ
　36　上扉側蝶番　　　　　　　　　　　　　37　上扉施錠装置
　38　入賞有効ライン
　40　下扉　　　　　　　　　　　　　　　　41　メダル払い出し口
　42　メダル投入口　　　　　　　　　　　　43　メダル受け皿
　44　メダル排出部　　　　　　　　　　　　45　前パネル
　46　下扉側蝶番　　　　　　　　　　　　　47　下扉施錠装置
　48　シリンダー錠
　50　操作部　　　　　　　　　　　　　　　51　ベットスイッチ
　52　精算スイッチ　　　　　　　　　　　　53　スタートスイッチ
　54　ストップスイッチ　　　　　　　　　　55　電源スイッチ
　56　設定キースイッチ　　　　　　　　　　57　設定変更スイッチ
　58　リセットスイッチ
　60　ベース　　　　　　　　　　　　　　　61　メダル受け口
　62　メダル排出口　　　　　　　　　　　　63　鉛直部
　64　傾斜部　　　　　　　　　　　　　　　65　屈曲部
　70　カバー　　　　　　　　　　　　　　　71　落下口
　72　下縁　　　　　　　　　　　　　　　　73　上縁
　80　メダル移送部　　　　　　　　　　　　81　扇状底板
　82　湾曲側板　　　　　　　　　　　　　　83　メダル溝
　84　リミットスイッチ
　90　ブロッカー装置　　　　　　　　　　　91　回動部材
　92　平板部　　　　　　　　　　　　　　　93　取り付け部
　94　係止部　　　　　　　　　　　　　　　95　延出部
　96　突出部
　100 遊技制御装置　　　　　　　　　　　　110 通常遊技制御装置
　120 特別遊技制御手段　　　　　　　　　　121 特定導入遊技制御手段
　122 特定遊技制御手段
　130 当選抽選手段　　　　　　　　　　　　131 乱数発生手段
　132 乱数抽出手段　　　　　　　　　　　　133 当選判定テーブル
　134 当選判定テーブル選択手段　　　　　　135 当選判定手段
　140 回転制御手段　　　　　　　　　　　　150 回転位置判断手段
　160 停止制御手段　　　　　　　　　　　　161 停止テーブル
　162 停止テーブル選択手段　　　　　　　　163 滑りコマ数決定手段
　170 入賞判定手段　　　　　　　　　　　　180 当選フラグ成立手段
　200 演出制御装置　　　　　　　　　　　　210 演出データ記憶手段
　220 演出出力制御手段
　301 ベット数カウント手段　　　　　　　　302 クレジット数カウント手段
　303 ベット数増加手段　　　　　　　　　　304 クレジット数増加手段
　305 入賞クレジット手段　　　　　　　　　306 クレジット数減算手段
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　307 ベット数加算手段　　　　　　　　　　308 精算払い出し開始手段
　309 カウントダウン手段　　　　　　　　　310 クレジット数監視手段
　311 精算払い出し停止手段
　400 不正検出手段　　　　　　　　　　　　401 不正行為判定手段
　402 不正検出フラグ成立手段　　　　　　　403 特別当選フラグ消去手段
　404 不正検出フラグ消去手段

【図１】 【図２】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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